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「米櫃の中にも神様がいる」

森　久美子

　私の母方の祖母は空知の開拓農家に生まれ、小さいころから農作業と

子守りばかりで学校に通えず、読み書きができなかった。新聞や本は読

めなかったけれど、書物で学んだのではない心からの言葉を、孫の私に

たくさん残してくれた。思春期に親に反発をして悪態をついていたら、「お

天道様に見られても恥ずかしくないように生きなければならないんだよ」

と祖母が静かに言った。叱られるよりもはるかに効き目のある一言だった。

　農家ならではの言葉を持って誠実に生きていた祖母のことを小説に書

いておきたいと思った。執筆にあたって多くの資料を読むうちに、原野

だった土地を先人たちが苦労して開墾したことがわかってきた。そして、

農家の方々が努力を惜しまず、日々手を入れて整備した農地で作物を育

てているからこそ、豊かで美しい農地・農村が築き上げられたことを学

んだ。調べれば調べるほど、開拓の歴史の中に多くの過酷なドラマがあ

るのを知り、資料を読むこと自体がおもしろくなってしまって、しばし

ば筆が止まった。ようやく書き終えた1995年に、私は新聞社主催の文学

賞に入賞することができて、作家を主軸に活動するようになった。

　最近よく祖母を思い出すのは、昨年の大みそかの紅白歌合戦で、植村

花菜さんの歌う「トイレの神様」を聴いたからだろうか。生きていると

きに感謝を伝えられなかった後悔があるから、聴いていて泣けてしょう

がなかった。たくさんの生活の知恵や心得を祖母に教えてもらっていた

幸せを、しばらく忘れていていた気がする。子どものころは、スポンジ

が水を吸いこむように、祖母の言葉がすっと心に染み込んだ。

　札幌の私の実家がある地域では、東京オリンピックのあった1964年頃

はまだ酒屋さんが御用聞きに回ってきていて、日用雑貨や食料品の注文

を取って、配達してくれていた。勝手口に御用聞きの方がみえると、祖

母は私に言った。

　「米櫃（びつ）の中と、トイレのちり紙を見てきて」

　「どちらも、まだあるよ」
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　私がそう答えても結局祖母は、お米とちり紙を注文するのだから、不

思議でしょうがなかった。理由をたずねると祖母は言った。

　「人はうれしいときも悲しいときも、物を食べなければ生きられない。

一番大切なものはお米。おかずがなくても、お米があったらなんとかなる。

お米には神様が宿っていて、米櫃の中にはたくさんの神様がいるのだから、

決して切らしてはいけない。米櫃がカラになったら神様がいなくなって、

家族みんなが不安になってしまうでしょう？」

　ご飯の度に、一粒残さず食べなさいと言われるのは、神様がいるから

だったのだと、そのとき思った。ちり紙にこだわるのにも理由があった。

　「食べたものが毎日気持ちよく消化されて出ていかなければ病気になる

から、トイレのちり紙も大事。家族の健康を守るための入口に必要なも

のがお米で、出口に必要なものがちり紙。それを切らさないようにする

のが、おばあちゃんの役目なの」

　時々お米とちり紙を買い込みすぎているように見えたけれど、家族に

安心を与えてくれていたのは確かだった。

　米櫃をきれいにする方法を教えてくれたのも祖母だった。乾拭きして、

まわりにうっすらついている糠をとり、アルコールを染み込ませた布で

拭いて、しっかり乾いたら新しいお米を入れる。私に見せながら、「簡

単でしょう」と言い添えていた。

　まだトイレとは言わずにお便所と言っていた時代だったけれど、その

掃除も祖母に言わすと簡単だった。

　「家の中で一番狭い場所だからすぐ終わるのに、嫌がらないで掃除して

偉いねってほめられるから、得するよ」

　心地よく生活するためにしなければならない家事を、面倒だと思うこ

とのないようにしつけてくれたのだろう。祖母の教えを忘れずに、丁寧

に生活していきたい。

（作家・農林水産省 食料・農業・農村政策審議会委員）
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新　し　い　動　き

農業農村施策の最近の動向について

新しい動き

図－１　予算編成プロセス　　　　　　（財務省HP　予算のポイントより抜粋）

以降の景気下振れリスクに先手を取って対応するた

め「3段構えの経済対策」が示され、24日には緊急

的対応のための「経済危機対応・地域活性化予備費

を活用」するステップ1が閣議決定し、北海道の農業

農村整備事業は予備費で6,662百万円が措置される

こととなりました。また、10月8日には「円高・デ

フレ対応のための緊急総合経済対策」のステップ2が

閣議決定し、補正予算でも10,564百万円が措置され、

北海道の農業農村整備事業は平成22年度当初505億

円(前年比46.9%)から678億円（前年比62.9%）ま

で措置されました。

　予算編成では9月から12月にかけて評価会議によ

る「元気な日本復活特別枠」の優先順位付けや10月

から11月にかけて行政刷新会議における事業仕分け

が実施され、特別会計の見直しや再仕分けの実施が

行われました。

　12月2日には、官房長官、農林水産大臣、財務大臣、

国家戦略担当大臣による４大臣会合が開かれ「農業

予算に関する論点整理」として、農業農村整備事業

は既存の施設について計画的な維持修繕を行うこと

による長寿命化対策に転換を図るとともに、これま

で以上に需要に応じた効率的な農業生産・経営に資

する基盤整備に重点化することにより、農業の競争

力強化に資するものとする。また、施設の長寿命化

によるライフサイクルコスト低減を通じ一層のコス

ト縮減を図ることが示されました。

　16日には「平成23年度予算編成の基本方針」が閣

議決定され、これまで先送りされてきた重要政策課

題に着手し、とりわけ「経済成長」、「財政健全化」、

「社会保障改革」を一体に実現し、元気な日本を復

活させるための礎を築く必要。マニフェスト主要事

1　 はじめに

　平成23年度政府予算案は平成22年12月24日に閣

議決定され、平成23年1月24日に国会に提出、現在

審議中であります。

　平成22年6月に菅内閣が発足し、平成23年度予算

の編成は、透明性を高めながら予算の組替えを行う

ためのプロセスが導入（図－1）され、6月22日に「財

政運営戦略」が閣議決定し、新規国債発行額は平成

22年度予算の水準（約44兆円）を上回らないよう全

力を上げ、基礎的財政収支対象経費は、前年度当初

予算の規模（約71兆円）を実質的に上回らないこと

などの基本ルールが示されました。

　7月27日には「平成23年度予算の概算要求組替え

基準について」閣議決定され、要求の絞り込み、特

別枠配分による府省庁を超えた予算の組替え、また、

政策コンテスト等の予算編成プロセスの透明化が図

られました。

  　我が国の厳しい経済情勢の中、9月10日には「新

成長戦略実現に向けた3段構えの経済対策」が閣議決

定し、スピード感を重視して、主に年末から年明け
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新しい動き

86.2％（注1）

表－1　平成23年度一般会計歳出概算     　　　            　　 （単位：億円）

区　　分
平成23年度
当初予算額

平成22年度
当初予算額

対前年度比

歳　　出 924,116 922,992 100.0％

うち公共事業費
関係費

49,743 57,731

注1　一括交付金化の影響除きで対前年比▲5.1%程度

2　平成23年度農林水産関係予算案（全国）の概要

　平成23年度の農林水産予算編成の基本的考え方は、

①農業の戸別所得補償制度について22年度の米を対

象としたモデル対策から対象品目を畑作物（麦、大

豆等）に拡大するとともに、林業、漁業における直

接支払制度を創設。6次産業化、食の安全安心等の諸

課題にも対応。②行政刷新会議における取組を踏まえ、

各種の補助事業に対する予算に関する見直しを実施

することとし、農林水産関係予算は、国費で2兆

4,517億円（対前年度比95.8％）となりました。

　そのうち、農業農村整備事業予算案は、全国で

2,129億円（対前年度100.0%）で、かんがい排水

事業、農地再編整備事業、総合農地防災事業等のほ

かに、国営土地改良事業によって造成された農業用

用排水の老朽化等による機能低下がみられる地域に

おいて、早期からの施設機能診断を行い、機能の保

全を行うための整備を行うことにより、施設の長寿

命化を図り、もって農業生産性の維持及び農業経営

の安定に資する「国営施設機能保全事業」が新たに

創設されました。

　また、 国が造成した基幹的水利施設等の相当数は、

戦後集中的に整備されてきたことから順次老朽化が

進行し、標準的な耐用年数を超えようとする施設数

は年々増加し、突発事故の件数も増加している状況

にあることから、このような基幹的水利施設につい

て国が監視を行い、災害・事故リスクの高い箇所の

補修・補強等を適時実施し、施設の機能維持を必要

最小限の範囲で着実に行う「特別監視制度」が創設

されました。

　さらに、戸別所得補償制度の本格実施に当たり、麦・

大豆の生産拡大や耕地利用率の向上などに必要な基

盤整備を推進する「戸別所得補償実施円滑化基盤整備」

が創設されました。

　農業農村整備事業のほかに、地域共同による農地・

農業用水等の保全管理活動に加え、老朽化が進む水路

などの長寿命化のための補修・更新の取組を支援する、

項等の重要な政策課題である農業予算は、平成23年

度予算から農業の体質強化、６次産業化に重点を置

いた一歩を踏み出すことを明確に示すため、関係４

大臣会合の議論を踏まえた諸施策を行う。

　さらに、農地の規模拡大による競争力強化を進め

るため、流動化を促進する方策を検討する。戸別所

得補償制度においては、規模を拡大させる行為に着

目した加算の導入を検討し、それと併せて、他の加

算措置や助成内容等について精査する。また、農林

水産品の輸出拡大や６次産業化による農業・農村活

性化等へ向け政府を掲げて取り組むことが示されま

した。

　22日には「平成23年度の経済見通しと経済財政運

営の基本的態度」が閣議了解され、今後はステップ1

及び2の着実な推進を図るとともに「成長と雇用」に

重点を置いた平成23年度の予算・税制等からなるス

テップ3に「切れ目なく」つなぎ、新成長戦略が目指

すデフレ脱却と雇用を起点とした経済成長の実現を

確かなものとすることが確認されました。

　

　これらの予算編成のプロセスを踏まえて、12月24

日に閣議決定した平成23年度予算政府案の一般会計

歳出概算額は約 92兆4,000億円（対前年比100.0％）

とし、成長、雇用を重視し新成長戦略を着実に実施

するとともに、「国民の生活を第一」にマニフェス

トを着実に実施することとし、基本ルール通り歳出

の大枠約71兆円、国債発行額約44兆円を堅持するこ

ととしました。

  なお、公共事業費関係費については、一部が一括交

付金化となったことから、4兆9,743億円（対前年度

比86.2%）と減少しましたが、交付金を踏まえると

実質は対前年5.1%程度の削減と見込まれています。
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新しい動き

農林水産予算総額

１．公共事業費

    一般公共事業費

    災害復旧等事業費

２．非公共事業

    一般事業費

    食料安定供給関係費

     （23,802）

       22,712

       (6,285)

        5,194

       (6,092)

        5,002

         193

       17,517

        5,931

       11,587

  

  24,517

 

        6,563

    

        6,371

         193

       17,954

        6,342

       11,612

 (97.1％)

    92.6％

   (95.8％)

    79.1％

   (95.6％)

    78.5％

   100.0％

    97.6％

    93.5％

    99.8％

平成23年度
概算決定額

区　　　分
平成22年度

予算額
対前年度比

表－２　平成23年度農林水産予算（国費ベース）の概要     （単位：億円）

注1　上段( )書きは、一括交付金への拠出額を含む金額である。

表－３  平成23年度農林水産予算のうち公共事業費一覧    （単位：億円）

農業農村整備

林野公共

　　治　　山

　　森林整備

水産基盤整備

海　　岸

  

農山漁村地域整備交付金

  

一般公共事業費計

　災害復旧等

  

公共事業費計

2,129

             　 1,790

         608

        1,182

      　 724

        　41

      (1,408)

         318

   

 (6,092)

       5,002

        193

      (6,285)

       5,194

2,129

        1,870

         688

     　 1,182

       　822

       　 49

    

    　  1,500

  

    　　6,371

         193

  

        6,563

100.0％

   95.7％

   88.4 ％

  100.0％

   88.0％

   82.7％

  　  (93.9％)

21.2％

  

(95.6％)

   78.5％

  100.0％

  (95.8％)

79.1％

平成23年度
概算決定額

事　　　項
平成22年度

予算額
対前年度比

注1　上段（　）書きは、一括交付金への拠出額を含む金額である。

注2  上記の他、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。

グローバルな競争力ある自立的安定経済の実現して

いくこととし、447億円（対前年比109.7%）が計

上されました。

  しかしながら、昨年度は予算が大幅に削減し、予備

費や補正などにより事業の推進を図ってきたところ

ではありますが、実施中の地区にあっては完了工期

の延伸、また、着工採択年次の遅れ等が想定され、

引き続き、事業予算の重点化とコストの縮減を進め

ていくことが必要となっています。

　直轄農業農村整備事業の継続地区では、低コストな

農業生産を可能とするほ場の大区画化等の整備ととも

に担い手への農地利用の集積を図る国営農地再編整備

事業、老朽化した水利施設の適切な更新を図る国営か

んがい排水事業、直轄明渠排水事業、国営造成土地改

良施設整備事業、国営総合農地防災事業地区などを実

施します。

　また、事業着手地区は、国営かんがい排水事業兵

村地区ほか4地区、国営農地再編整備事業南長沼地区、

国営総合農地防災事業ポロ沼地区の6地区が着手し、

また、調査地区では国営かんがい排水事業恵庭北島

「農地・水保全管理支払交付金」47（皆増）億円、戦略

作物等の生産を拡大するため、戸別所得補償制度の本

格実施初年度にあたり、暗渠排水、水路の緊急補修、畑

地の土層改良等の整備を実施する「戦略作物生産拡大

関連基盤緊急整備事業」220億円（皆増）を実施します。

　昨年創設された自治体が農山漁村地域ニーズにあっ

た計画を自ら策定し、地域の自主性と創意工夫により、

整備を進める「農山漁村地域整備交付金」は、318億円

（前年度1,500億円）と大幅な減額になっていますが、「地

域主権」を進めるため、基本的に地方が自由に使える一

括交付金である「地域自主戦略交付金（仮称）」5,120

億円が新たに創設されています。（農山漁村地域整備

交付金（公共事業費関係）の一部（1,090億円）を移譲）

　（地域自主戦略交付金（仮称）には、社会資本整備

総合交付金、農山漁村地域整備交付金、交通安全施

設整備補助金、学校施設環境改善交付金及び自然環

境整備交付金の一部と水道施設整備費補助、工業用

水道事業費補助、環境保全施設整備費補助金、消防

防災施設整備費補助金が含まれている。）

    

3　平成23年度農林水産関係予算案（北海道）の概要

　北海道の平成23年度直轄農業農村整備予算案は、

北海道総合開発計画に基づき、わが国の食料安全保

障を将来にわたって支えていくため、北海道の食料

供給力を強化し食の供給基地としての役割を一層高め、
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表－４  直轄補助別農業農村整備事業予算の概要（北海道） 　（単位：百万円、％）

直　轄

補　助

機　構

合　計

40,705

42,739

9,493

18,801

374

650

50,572

62,190

44,667

46,426

8,354

16,459

192

300

53,213

63,185

109.7

108.6

88.0

87.5

51.3

46.2

105.2

101.6

55.9

55.5

27.4

27.9

146.1

144.4

46.9

43.0

平成23年度
（決定）

区　分
伸び率

（H２３/H２２）
伸び率

（H２２/H２１）
平成22年度

※上段：国費、下段：事業費

盤整備によって防ぐことができた面もありますが、

自然の威力を痛感した一年でありました。

　申すまでもなく、北海道の農業は、約１兆円余りの

農業産出額があり、農業関連産業を含めて本道経済の

重要な位置を占めるとともに、国産供給熱量の約2割

を占め、我が国最大の食料供給地域として重要な役割

を担っているには変わりありません。また、消費者の

食の安全、安心に対する関心が高まる中、食料の６割

を海外に依存している我が国にとって、安定的な食料

供給を確保していくことが必要不可欠であります。

　しかしながら、北海道の水田の80%、畑地の50%

で利用されている農業農村整備事業で整備された基

幹的水利施設は、ここにきて一気に耐用年数を迎え

つつあります。また、農業経営体数は、今後も大き

く減少が予想されるなか、効率的な営農を可能とす

る基盤整備が遅れれば内地以上の急激な減少が見込

まれます。そして、これまでは未然に防止していた

耕作放棄地の発生が各地で懸念されています。未来に、

「農地・水・ふるさと」をしっかりと残せないので

はないかという不安が地域に広がっています。

　平成23年度の北海道の農業農村整備予算案は532

億円、対前年度比105.2%と、不十分ながら多少、

上を向くことができました。北海道開発局としまし

ては、農業水利施設の機能を効果的に発揮させるため、

ライフサイクルコストの低減を図りつつ、老朽化し

た水利施設の適切な更新を進める国営かんがい排水

事業や国営造成土地改良施設整備事業などを引き続

き推進します。また、食料供給力強化のため、低コ

ストの農業生産を可能とするほ場の大区画化等の整

備とともに担い手への農地利用の集積を図る国営農

地再編整備事業を進めます。しかしながら、この極

めて限られた予算の中で、各地の不安を解消するには、

より創意工夫をこらし、効果を着実に発現させてい

く新たな進め方が欠かせません。そのためには、関

係する多くの方々の知恵と力が必要です。我々も全

力で取り組んでいきます。皆様方のご指導ご助言を

是非ともよろしくお願い申し上げます。

　今後とも北海道農業の持続的発展に向けて、予算

の確保に努めるとともに厳格な事業評価の実施やコ

スト縮減を図りながら事業を実施してまいりますので、

各般のご協力ご支援をお願いいたします。

 ［北海道開発局農業水産部農業計画課］

地区ほか1地区、国営総合農地防災事業美留和地区が

調査に着手します。

　補助事業の農業農村整備予算案は165億円（対前年

比88%）の減少となり、農山漁村地域整備交付金も

13億円（対前年8.5%）と大幅に減額していますが、一

方では地方が自由に使える一括交付金として、地域自

主戦略交付金（仮称）が269億円が創設されています。

 

4　おわりに

 

　昨年、北海道は記録的な猛暑に見舞われ、また、

各地で大雨による災害も発生しました。農産物の生

産量は大きく減少しました。これまで進めてきた基

表－５  平成23年度事業着手地区及び新規調査地区

1）事業着手地区

事　業　名 地 区 名 備  考建設部 関 係 市 町 村

国営かんがい
排水事業

国営農地再編
整備事業

国営農地総合
農地防災事業

兵　村

上士幌北

山部二期

川　合

南長沼

ポロ沼

網走

帯広

旭川

帯広

札幌

稚内

湧別町

足寄町、上士幌町、士幌町

富良野市、南富良野町

池田町

長沼町

猿払村

2）調査地区

事　業　名 地 区 名 備  考建設部 関 係 市 町 村

国営かんがい
排水事業

国営農地総合
農地防災事業

恵庭北島

新鵡川

美留和

札幌

室蘭

釧路

恵庭市

むかわ町、占冠村

弟子屈町

へい　そん

かみしほろきた

やま べ に き

かわ　 い 

みなみながぬま

　　　ぬま

えにわきたじま

しんむかわ

び  る  わ
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国営農地再編整備事業  由仁地区における事業効果の検証

松本　哲也

農林業センサス及び農業センサス集落カードを用いて、

由仁町における農家数を把握すると、農家数は年々

減少傾向を示し、これまでの傾向を踏まえた将来農

家数・経営規模の予測では、平成32年には平成7年

の約４割となる240戸、戸当たり経営面積は 2.3倍

の24ha/戸になると推計されました。

　また、平成7年に農業産出額の過半を占めていた米

は、市場原理の導入に伴って価格の低迷が著しく、

営農コスト低減に向け一部の機械で共同化が進めら

れているものの、経営のほとんどは個別に行われる

など厳しい経営状況にありました。

　さらに、平成14年には「米政策改革大綱」が策定

されたことから、一刻も早く米づくりのあるべき姿

を実現する必要がありました。

　このように、農家戸数の減少や基幹作物の価格低迷、

米づくりの新たな途が示されている中で、農業構造

の改善、売れる米づくりに向けての早急な対応が必

要となり、「大規模な営農組織の展開による良質・

低コスト生産体制の確立」及び「大規模な田畑輪換

による安定生産の実現」に向けて、平成16年度より「国

営農地再編整備事業　由仁地区」が着工されました。

　 1　 はじめに

（１）地域の概要

　北海道の中央部に位置する由仁町は、水稲を中心

とした農業を基幹とする純農村地帯で、平成13年に

は全国最大規模のハーブガーデン（ゆにガーデン）

を開園するなど、ハーブを核としたまちづくりが進

められています。

　しかし、基幹産業である農業は、農家戸数の減少

やそれに伴う経営規模の拡大、労働力不足などによ

って農業構造の脆弱化が進んでいる状況にありました。

※推計での経営耕地面積は、H17年の面積を維持すると仮定

※H17年に秘匿となった果実、種苗その他、肉用牛、鶏はグラフから除外
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 （２）農地集積（田寄せ畑寄せ）

　換地によって担い手農家への農地集積が進められ

ているほか、農地の効率的利用に向けて田寄せ、畑

整備前のほ場と整備後のほ場における作業時間を各々

計測し、作業体系及び労働時間の比較を行いました。

　比較・検証にあたっては、整備前と整備後につい

て単位当たりの作業時間を算出し、この事業によって、

地域の営農状況がどのように変わったか、平成21年

度に調査を行った結果を報告します。

　 ２　事業による変化

（１）ほ場区画の拡大

　由仁地区内におけるモデル区域を用いて、整備前

と整備後のほ場区画を比較してみると、本事業によ

って、耕区数は121から48と約半分に、平均耕区面

積は0.4ha/枚から1.0ha/枚へと約２倍の大きさに拡

大し、ほ場区画の大型化が進められています。

（２）調査の目的

　今回の調査は、平成16年度より『高生産性基盤の

形成とコメづくりのあるべき姿の実現』に向けて整備

が進められている「国営農地再編整備事業　由仁地区」

の整備前と整備後の状況について、関係機関及び農家

の協力を得て、聞き取り調査及び労働計測調査を実施

し、事業による発現効果の検証を行いました。

（３）調査の概要

　労働時間調査は、関係機関からの抽出によって選

定された整備前と整備後のほ場を併せ持つ６戸の農

家を対象として、水管理作業、防除作業、収穫作業

について実施しました。

　水管理作業については、抽出農家への聞き取り調

査を実施し、整備前と整備後の見回り時間について

把握を行いました。

　また、防除作業、収穫作業については、実際に　

寄せが実施されるなど、これまで分散・点在していた

畑の集積によって、農作業の効率化が図られています。

→

→
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　この結果の背景としては、整備後のほ場には、ほ

場１枚毎の短辺側に給水栓と水位調整落口工（ふか

みずくん）が設置されたこと、対岸の短辺に落口工

が整備されたこと、ターン農道が両側に設置された

ことなど整備内容の充実があげられます。

　また、整備後の水管理は、ほ場勾配が一定になっ

ているため、軽トラックで短辺側のほ場水深を見回

りする程度で、畦畔を歩いての水管理は行われてい

ないこともあげられます。

　一方、整備前のほ場では、ほ場数枚に１ヵ所の給

水口しかなく、隣接のほ場への用水は田越しで供給

されていたことから、給水口から見回りを開始し、

ほ場すべての田越し場所の確認、水張の状態につい

て畦畔を歩いて見回り確認している状況でした。こ

のとき毎日、全ての畦畔を歩いて見回りする農家と

数日間をかけて見回る農家がいますが、今回調査を

行った大半の農家は全ての畦畔を、毎日歩いて見回

りしている状況となっていました。

②防除時間

　事業計画では、防除作業について整備前（地区外

未整備地）・整備後（整備地）とも管理用ビークル

による防除を計画していました。

　対象農家６戸のうち、５戸の国営事業未整備地は「道

営ほ場整備事業」によって既に区画が整備されており、

更に２戸にはターン農道も設置されていました。

　散布方法は、６戸のうち４戸が未整備地と整備地

とも事業計画同様に管理用ビークルで防除作業が行

われている状況にありました。

　事業計画における現況では0.3haの小区画・湿田を

　 ３　農作業の事業前後比較

①水管理時間

　まず、ＪＡ由仁町が 保有する耕区図を用いて、関

係機関から抽出された６戸の対象農家における地区

内の整備前と整備後のほ場位置について確認を行　

いました。

　そして、整備前の水管理時間については、整備前

の水田の枚数、取水位置、田越しの水管理状況、管

理のルート（整備前における水稲作付ほ場を対象）、

見回りの手段（歩き、自転車等）、１回の見回り時

間について聞き取り把握を行いました。

また、整備後の水管理時間についても、同様に現在

の水稲作付ほ場を確認し、整備前同様に管理のルート、

見回りの手段（歩き、自転車、軽トラ等）、１回の見

回り時間について聞き取り把握を行いました。

　特に、水管理時間は、水稲生育時期によって１日

当たりの見回り回数が農家によって異なることから、

生育初期、分けつ期、冷害危険期、登熟期の４つの

時期毎に日当たりの見回り回数を聞き取り、１回当

たりの管理時間と時期毎の管理日数から、年間の水

管理時間を算出しました。

　なお、ha 当たりの作業時間は、この年間水管理時

間を水稲作付面積で割り戻して求めました。

　この結果、水管理時間については、事業計画にお

いて節減割合75％(現況79.8hr/ha→計画20.0hr/ha)

を見込んでいましたが、聞き取り調査した６戸の単

純平均では未整備地（現況）が38.5hr/ha、整備地（計

画）が8.7hr/haと77％の節減で、事業計画以上の節

減割合となりました。

※現況と計画は、事業計画のha当たり時間

　整備後は、調査結果に基づき事業計画の現況と比較し、作業時間を23％

　として算定

※現況と計画は、事業計画のha当たり時間

　整備後は、代表農家の調査結果に基づき事業計画の現況と比較し、

　作業時間を19％として算定
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ている機械となっていました。

　対象農家６戸のうち、５戸の国営事業未整備地は「道

営ほ場整備事業」によって既に区画が整備され、そ

のうち２戸のほ場にはターン農道が設置されており、

このため、代表農家として由仁地区の事業前と同様

な水田を所有している農家の整備地と未整備で比較

を行いました。

　整備地のほ場区画は1.21ha、未整備は0.47haの

区画面積となっていました。

事業計画における節減割合は55％(現況3.1hr/ha→

計画1.4 hr/ha)に対し、対象農家は未整備地（現況）

3.7hr/ha、整備地（計画）2.6 hr/haで節減率は30

％と未整備、整備地とも汎用型コンバイン収穫のため、

事業計画を下回ることとなりました。しかし、未整

備地における刈取幅を事業計画時の1.3ｍに換算する

と、整備後の収穫で約69％の節減が図られる推計と

なりました。

　 ４　その他の取り組み

　由仁地区では、地域の活性化に向けて事業により

創設した非農用地の活用や、地域住民（非農家）と

の連携による取り組み、環境への配慮なども行われ

ています。

（１）非農用地の活用

　由仁地区では、事業によって創設した非農用地を

活用して共同利用の機械庫が整備され、汎用型コン

バインなどの収穫機械や乾燥機など共同化が図られ

対象にしており、対象農家の６戸のうち未整備地で

湿田を所有している農家が１戸しかいないことから、

その農家を代表農家として調査結果の比較を行いま

した。

　事業計画における現況機械は管理用ビークルとな

っていますが、実測した機械は動力噴霧機となって

おり、実測した結果では、ha当たりの 散布時間は

0.87時間で、４人組作業のため４倍の3.48時間が実

際の人力作業時間となりました。

　整備地ではターン農道が整備されており、乾田の

ほ場に管理用ビークルで防除作業が行われ、農薬の

散布方法は、高濃度少量散布方式（慣行の散布量に

対し２割減）が用いられていました。

　散布は、ほ場単位に行うのではなく、ビークルの

ブーム散布幅15.6mを最大に伸ばし、畦畔を挟んで

隣の田まで散布し、４枚のほ場を11工程で散布（１

工程は片道作業分）しており、事業計画の計画では

3.3時間としていましたが、実測は0.65時間であり

ました。

　その結果、事業計画における節減割合が42％(現況

5.7hr/ha→計画3.3hr/ha)であるのに対し、対象農

家では未整備地（現況）3.48hr/ha、整備地（計画）

0.65hr/haとなり、節減率は81％と事業計画を大き

く上回る節減率となりました。

　この要因には、未整備の防除が動力噴霧機による防

除で、４人組作業で行われたことから人力時間が事業

計画より増加する結果になったこと、整備地は事業計

画同様のビークルによる作業で、高濃度少量散布方式

を採用し、畦畔を挟んでの効率的な防除を実施してい

たことから事業計画時間3.3hr/ha に比べ約８割少な

い0.65hr/haの作業であったと考えられます。

③収穫時間

　水稲の収穫には、事業計画の未整備地（現況）は

自脱型コンバイン４条刈り、整備地（計画）は汎用

コンバイン(刈り幅3.6m)による収穫を計画していま

した。

　収穫機械は、対象農家６戸のうち、４戸が汎用型

コンバイン（刈り幅2.5ｍ）、１戸が自脱型コンバイ

ン６条刈り(刈り幅2.0ｍ)、１戸が自脱型コンバイン

４条刈り(刈り幅1.3ｍ)となっていました。

　汎用型コンバインは、２戸又は４戸で共同利用し

※現況は、作業幅を1.3mとした推定現況時間

　計画は、事業計画に基づき、推定現況時間から、計画の作業時間を45％

　として算定

　整備後は、作業幅を3.6mとした整備後の推定作業時間
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ている機械が格納・利用されており、営農の組織化

や農作業受委託の展開に向けての取り組みも併せて

進められています。

（２）地域住民との連携による農業・農村の活性化

　農家と地域住民が一体となって、「由仁町にあっ

たらいいもの」、「由仁地区にあったらいいもの」を

ワークショップという手法を用いて検討しています。

　ワークショップでは、地域の活性化構想や施設の

整備構想などが話し合われ、農村の魅力のＰＲと地

域活動の活性化に向けたパンフレットの作成や、案

内看板の設置などが取り組まれています。

（３）環境への配慮

　由仁地区では、魚道の整備や石積み排水路の整備

など、魚類等の生息環境の保全に向けて、環境に配

慮した整備が行われています。

　さらに、まちづくりの核としているハーブを畦畔

に植栽することによって、害虫の駆除や雑草の発生

を抑える働きがあることから、防除回数の削減によ

る環境への配慮も実施されています。

　５　おわりに

　国営農地再編整備事業によって、農作業は格段に

効率化が進められ、高生産性基盤の確立とコメづく

りのあるべき姿が実現されてきたと感じられました。

　特に農家への聞き取り調査では、水管理作業が大

幅に軽減されたことによる労働負担の軽減や、ター

ン農道の整備により機械の転回作業が容易になって、

ほ場の大型化による労働時間の削減など、整備によ

るメリットを聞き取ることができました。

　また、共同利用の機械庫整備や地域住民と連携し

た農村活性化への取り組み、環境に配慮した取り組

みなど、本事業を契機とした様々な取り組みも進め

られていました。

　最後に、貴協会や札幌南農業事務所には、このよ

うな発表の機会を与えていただき御礼申し上げます。

　今後とも、農業農村整備事業に関係する調査等を

通じ、地域農業の発展に向けて少しでもお役に立て

るよう研鑽していきたいと考えています。

［株式会社　環境保全サイエンス］
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こ　　の　　人　　に　　聞　　く
I N TERV I EW

わがまちづくりと農業
紋別郡 湧別町

湧別町長　原田　雅美

湧別町の全景 屯田兵の解隊式（明治36年）

明治30年に北海道及び樺太の警備と開拓を目的とし

て湧別原野に屯田兵が入植しましたが、現在でも兵

村という地名が残る北海道でも珍しい地域となって

います。

　開墾当初は、麦類、馬鈴薯、カボチャなどの自給

中心に作付けされていましたが、販売換金作物の第

一号的存在として菜種が作付けされ、明治34年には

共販組合が結成されたことで作付面積の60％を占め

る主要作物となっていきました。その後、ハッカ（薄

荷）が菜種にとって代わり販売作物として生産され、

作付面積は増加の一途をたどりました。ハッカは価

格変動が激しく投機的作物として認識され、北海道

庁の推奨作物外でしたが、先見性のあった本町の開

拓者によって北見国の特産物となるまでに至りました。

ちなみに、明治末期の北見国のハッカ生産は世界の

約8割を占めておりましたが、その四分の一は本町で

生産されたものでした。

　第一次世界大戦後の米の生産奨励により、米の生

産も行われるようになり治水・排水整備や造田が本

格化しましたが、昭和7年の冷水害や昭和28年以降

の凶作などで畑作も打撃を受けたことを契機に、そ

　【湧別町開発の歴史】

○湧別町開墾の始め

　本町は、北海道の東北部、オホーツク地方の中央

部に位置し、道内最大の湖・サロマ湖を抱え、北見

峠に水源を持つ湧別川流域に肥沃な大地が広がる地

勢を有しています。

　明治15年に網走郡役所に勤務していた半沢真吉が、

農業を目的として移住入地し、アイヌを使役として

開墾し、大麻、大麦などの栽培を行ったのが開基です。
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新「湧別町」の合併協定調印式

湧別町の町内マップ オホーツク海でのホタテの水揚げ

ぞれの開拓の歴史や伝統を尊重し、地域が共存・発

展するため、「人と自然が輝くオホーツクのまちづ

くり」を目指してこれからの新しいまちづくりを進

めています。

　【わが町の農業の現状と特色】

　本町は、北見峠に水源を発する一級河川の湧別川

とオホーツク海、サロマ湖といった豊かな自然に恵

まれた町であり、農業は本町の基幹産業のひとつと

して重要な役割を担っております。

　本町の湧別川流域の沖積土地帯を中心とした地域は、

一般畑作とたまねぎ主体の畑作経営が行われます。

この地域では、道内でも少雨地帯という特殊な地域

性を補完するために水田水利を転換し、畑作物が水

分を必要とする時期に人工的に水分を供給する畑地

かんがい事業の基盤整備を実施したことが、その発

展に大きく寄与しています。近年ではブロッコリー

やながいもなどの高収益野菜の栽培も行われており、

収穫された作物は、出荷の調整や加工などにより付

加価値を高める取り組みも進められております。また、

流氷とうもろこしは、甘さと鮮度を保つために氷を

敷き詰めて生食用として本州に出荷するなど、地域

農産物のブランド化にも取り組んでいるところです。

　このほかの地域については、明治入植期以降北見

ハッカの主産地として繁栄しておりましたが、工業

ハッカの台頭と水稲の不作の影響を受け、昭和39年

以降に酪農を基幹とした農業への一大転換が行われ

ました。現在では、乳用牛は約16,640頭まで飼育し

れまでの水稲栽培や畑作農業から酪農経営への一大

転換が図られました。

　この地に開拓の鍬がおろされて以来、この恵まれ

た自然環境を活かした産業や文化を培いながら発展

してきており、酪農・畑作を中心とした農業と沿岸・

養殖を中心とした漁業、豊かな森林資源を活用した

林業などの第一次産業を基幹産業とする町です。

　

○新湧別町の誕生

　湧別町は、明治43年に湧別村から上湧別村と湧別

村へと分村してからちょうど100年の歳月を経て、

平成21年10月5日に両町が改めて合併し、新「湧別町」

が誕生しました。

　これまで異なった歴史を辿りながら発展してきた

二つの町が合併し、新「湧別町」なって一年が経過

した現在、先人により培われ受け継がれてきたそれ
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たまねぎへのかん水風景

ており、オホーツク圏における一大酪農生産地とな

ることが出来ました。

　今後は、更なる発展を目指し、法人化による規模

拡大や先進的な設備の導入などを進め、農業の生産

性と経営の安定化に努めていきたいと考えております。

　【土地改良事業の評価と今後の農業】

　本町では、農業に代表される第一次産業が重要な

基幹産業であり、農業振興のため50年以上前より国

営及び道営などの土地改良事業を続けておりまして、

農業の生産性の向上と農業経営の向上並びに安定化

に努めてきました。先に述べた畑地かんがいでは、

高品質なたまねぎ産地を形成することができるよう

になり、道内のみならず本州からも視察者がみえて

おります。

　近年では、国営総合農地防災事業「湧別地区」が

平成15年度より事業着工となり、農地防災として排

水路7条（総延長9.6km）、農地保全として765ha（暗

渠排水765ha、不陸整正89ha、障害物除去31ha、

置土77ha）が整備されております。本地区は、工事

の進捗状況が良く、当初の事業完了予定が平成23年

度でしたが、平成22年度に完了することとなりました。

　現在実施中の地区では、過去に直轄明渠排水事業

で整備した排水路及び付帯構造物が、整備後30数年

を経過して経年変化及び老朽化により機能低下した

ため、平成21年度より国営造成土地改良施設整備事

業「東地区」で総事業費1,500百万円をかけ、排水

路3条（総延長5.6km）の改修を実施しております。

　さらに、平成21年の低温及び長雨などの冷湿害に

加えて、近年は降水量が増加して農地の湛水被害が

発生しておりまして、効率的な農作業を行う上で大

きな支障となっています。また、平成9年度に事業完

了した国営かんがい排水事業「上湧別地区」や平成

13年度に完了した道営畑地帯総合整備事業「兵村地区」

で整備した施設が、老朽化して施設の一部改修が必

要となってきました。

　そのため、新規着工希望として平成23年度から国

営かんがい排水事業「兵村地区」、平成25年度頃に

道営経営体育成基盤整備事業「第2兵村地区」を予定

としています。これら両事業により、畑地かんがい

施設を改修して畑地用水の安定供給を行うとともに、

基幹及び支線排水路整備と農地の基盤整備を行うこ

とで農地の湛水被害を解消し、農地の生産性向上お

よび農作業の効率化による農業経営の安定化を図る

計画となっており、現在は関係機関への要請を行っ

ているところです。
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チューリップ公園 チューピット（右）くんとリップちゃん

　公園のマスコット「チューピット」くんと「リップ」

ちゃんも皆様のご来園をお待ちしています。5月には

ぜひ湧別町へお越しいただき、雄大な自然とオホーツ

クの澄んだ青空のもと、色鮮やかなチューリップが一

面に染まる風景をじっくり鑑賞し、お楽しみください。

○その一歩の先に続く道「オホーツクロード」に挑戦！

　本町では、毎年6月最終週に湧別町からサロマ湖を

一周する「サロマ湖100kmウルトラマラソン」が開

催されます。これは、日本陸上競技連盟の公認コー

スにもなっており、国内ウルトラマラソンの中でも

最大級の大会といわれ、毎年3,500人以上の参加者

が挑戦しています。

　この大会は、朝日が昇り始める早朝の午前5時00分

に本町を出発し、終了制限時間の午後6時までに北見

市常呂町のゴールを目指します。参加者には自己申告

して頂き、100kmを10回以上完走したランナーは「サ

ロマンブルーメンバー」、20回以上完走したランナ

ーを「グランドブルーメンバー」と認定しています。

このブルーメンバーに認定されますと、大会オリジナ

ルグッズなどのプレゼントやゴール地点の施設にあな

たの足型が刻み込まれるなどの特典もありますので、

体力に自信のある方は是非参加してみて下さい。

　また、7月2日から4日にはインターナショナルオ

ホーツクサイクリングがあり、雄武町から北見市常

呂町を経由し、斜里町までのオホーツク海沿岸の

212kmを走行します。参加者の方々には、走行中に

大自然とのふれあいや味覚を楽しみながら、お互い

に友情の輪を広げるなどにより、豊かで健康な心を

培うとともに強靭な体づくりを通して、新しいオホ

　今後も本町の農業が持続的に発展していくためには、

計画的に土地改良事業を行うことが必要不可欠だと

考えております。

　【まちづくりについて】

○チューリップの優しい風香るまち

　湧別町のチューリップ生産は、昭和30年代に輸出

用として球根が栽培されたのが始まりです。

昭和40年代に入り、オランダの球根の価格が世界市

場で下落したことで輸出ができなくなり、チューリ

ップ栽培は衰退してきました。

　しかし、昭和57年から、町民によるチューリップ

を後世に残そうとの取り組みが始まり、現在のチュ

ーリップ公園の場所にチューリップを植え始めました。

その後は年々チューリップ畑が広がっていき、昭和

63年に町立の「チューリップ公園」として指定し、

公園の拡張と整備に努めてきました。

　現在では、7万m2の広大な花畑に120品種120万本

のチューリップが咲き誇っています。

　平成22年は5月1日から6月6日まで、湧別町ではチ

ューリップフェアを開催しました。フェア開催中に

咲き誇るチューリップの品種では、「金太郎」や「桃

太郎」、「かぐや姫」、「白雪姫」など童話の主人公の

名前となっているものや、本場オランダから直輸入

されたものなど、ほかではなかなかお目にかかれな

い珍しい品種も数多く、掘り取り販売や球根の予約

販売などのほか、多彩な催しも行われており、多く

の観光客でにぎわっています。
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ーツク圏の文化を創っていくことを期待しています。

　更に2月26日と27日には、隣町の遠軽町と本町に

またがる湧別原野を舞台とするクロスカントリース

キー大会が開かれます。この大会では、国内最長で

ある「湧別原野70kmコース」も設定されています。

この他、12kmや32kmのコースもあり、総勢1,000

人以上の選手が競います。みなさんも是非参加して

みてはいかがでしょうか。

湧別町の豊かな自然の中を疾走するランナー達
（左：クロスカントリースキー大会、右：サロマ湖100kmウルトラマラソン）
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大雪土地改良区

理事長

伊　林　　正

大雪連峰の清流に育む

壱萬余の美田の夢耕す

土地改良区訪問

大区画整備を心待ちにする第一期ほ場整備で整備された水田

地方だより

　1.  概　要

　信濃川・利根川に次ぐ日本第３の北海道の母なる

長河「石狩川」の最上流部に開けた「上川盆地」の

北東に位置する１万１千ヘクタールの水田を受益と

する「大雪土地改良区」は、明治38年（1905）、北

海道開拓と共に土功組合としてスタートし、100年

を超える時の流れの中、昭和40・50年代に第一期の

ほ場整備及びかんがい排水事業を実施、機械化農業

に対応した水田並びに土地改良施設を整備しました。

　その後、二度の合併により５土地改良区の統合を

成し遂げ、現在、国際競争に立ち向う低コスト農業

を確立するため、第二期「大区画ほ場整備」を強力

に押し進めている地区です。

　また、フードセキュリティへの取組みとして「農

民参加型の日本型水管理システム」の海外普及を推進、

東南アジア及びアフリカ諸国から2カ月間の長期研修

員受け入れを実施しています。

　2.  高年齢化

　農業だけの問題ではありませんが、当地域において

も農業者の高年齢化が進み、60歳

以上の農業者数で６割、同耕作面

積でも４割を占め、50歳未満の農

業者数及び同耕作面積とも２割に

満たない状況で、深刻な問題とな

っています。

　3.  農地の再整備

　北海道開拓は屯田兵による開拓

と入植者による開拓があり、当地

区は入植者による開拓で、入植区

画と呼ばれた300間（545m）間

隔で「碁盤の目」状に道路網が敷

かれ、農家一戸分を100間（181m）

の150間（273m）で5町歩（約5ha）
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40才未満

40才～49才

50才～59才

60才～69才

70才以上

法人

計

43

127

317

423

372

48

1,330

3.3

9.5

23.8

31.8

28.0

3.6

100.0

4.8

13.0

28.8

29.9

9.5

14.0

100.0

11.3

10.3

9.2

7.1

2.6

29.4

7.6

486.0

1,305.0

2,904.6

3,011.6

952.8

1,412.2

10,072.2

区　分
平均耕作
面積（ha）

農業者数 耕作面積

名 ％ ha ％

入植区画図

とされました。

　入植した農家は5町歩の土地の中心に宅地を確保し、

道路から家までの取り付け宅道が長く（30～40m）

隣の家までも100mから200mもある形態となりま

した。

　また、市街地と農地の境がはっきりしてお

り府県に見られるような市街地との混在は少

なく農地の保全も適正に行われています。

　第一期ほ場整備が施行されたのは昭和40

年代当初で、国の示す用排水路を分離した3

反区画（30アール）を基準として、人力・

農耕馬主体の農業から機械化農業へと進展さ

れました。

　平成に入り、大型機械の進歩につれ、3反

区画の水田では機械効率が悪く、耕作面積の

拡大に対応した水田区画が求められ大区画ほ

場整備がスタート、当初は1ha水田を目標として区画

されましたが、整備が進むにつれ2ha・3ha・4haと

大きくなり、現在では5ha水田も珍しいものではなく

なりました。

年代別耕作面積グラフ
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平成14年　東ティモールから3名

ように行われている仕組みが、世界ではあまり類を

見ない仕組みなのです。

　平成14年の東ティモールを皮切りにインドネシア・

ミヤンマー・スリランカ・ラオス・バングラディシュ・

カンボジア・インド・パキスタン・ネパールと延べ

57名が研修を終え、平成23年からはアフリカ諸国か

らも受け入れる予定です。

　この研修を通じ、各国の食料自給率が向上し飢餓

にあえぐ人々を少しでも減らす事が出来ればと役職

員一丸となり指導に当たっています。

　今後も食料自給率の重要性を訴え、安全で安心な

日本農業を世界に向け発信する事が、世界の食料増

産に繋がり、世界のフードセキュリティに寄与する

と確信しています。

　　　平成14年�…　東ティモール� 3名

　　　平成15年�…　インドネシア� 3名

　　　平成16年�…　インドネシア� 3名

　　　平成17年�…　ミヤンマー�� 2名

         �� 　　スリランカ�� 2名

          �� 　　バングラディシュ� 2名

　　　平成18年�…　ミヤンマー�� 2名

 � � 　　スリランカ�� 2名

           �� 　　ラオス� � 2名

　　　平成19年�…　ミヤンマー�� 2名

          　� 　　スリランカ�� 2名

         　　　� 　　ラオス� � 2名

          �� 　　カンボジア　� 1名

　　　平成20年�…　ミヤンマー�� 1名

          �� 　　スリランカ�� 3名

          　� 　　ラオス� � 2名

� � 　　バングラディシュ� 1名

          　� 　　カンボジア�� 4名

　　　平成21年�…　ミヤンマー�� 2名

          �　� 　　スリランカ�� 2名

          �� 　　ラオス� � 2名

� � 　　バングラディシュ� 2名

　　　平成22年�…　ミヤンマー�� 2名

          �� 　　スリランカ�� 1名

          �� 　　ラオス� � 2名

� � 　　バングラディシュ� 1名

� � 　　カンボジア�� 1名

� � 　　インド� � 1名

� � 　　パキスタン�� 1名

� � 　　ネパール� � 1名

　30ａ水田が一気に500ａ（5ha）と約15倍の大き

さに再整備されることとなったのです。

　大区画で整備された水田は、農作業はもちろん畦

畔の草刈りや用水の調整などの管理作業時間を大幅

に短縮することとなり、経営規模の拡大や低コスト

農業の構築に大きな役割を果たし、安定した農業経

営が営まれ始めています。

　現状の農業は、前述した高年齢化により今後定年

を迎える農家が多く、担い手への農地集積・集約が

農地の適正な保全に繋がり、地域の下支えとなるも

ので、今後も引き続き大区画ほ場整備を通じ地域農

業の再構築を進めます。

　4.  フードセキュリティ

　　 「農民参加型の日本型水管理システム」

 世界では、リーマンショック以後の食料価格の高騰

に追い打ちをかけるような異常気象の影響による収

穫量の減少が起き、発展途上にある国々でデモや暴

動が起きています。

　日本は高い農業技術を保有し、その技術は発展途

上国の農業に大きく寄与できる技術で、当区は東南

アジアの国々のかんがい用水担当技術者を招き「農

民参加型の日本型水管理システム」の指導を続けて

います。

　「農民参加型の日本型水管理システム」とは土地

改良区の仕組みそのもので、農家が自ら負担金を出

し合い水管理組織を設立し、農家が自ら用水管理を

行い水田農業を営む仕組みで、日本では当たり前の
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自分のお金で、自分が施工する」つもりで推考する

ように心がけております。

■大規模断水

　平成１９年６月２３日土曜日、私は朝６時３０分か

ら愛犬の散歩に出かけておりました。いつもの散歩ル

ートを回り自宅が近くなった７時頃携帯が鳴りました。

見ると職場の電話番号が表示されておりました。

　当時、私は北見市企業局水道課に勤務しており、

ライフラインを扱う職場でしたので、休日や夜間に

電話がかかってくることはよくあることでした。何

処かで漏水が起きたのかなあ、今日は結婚記念日で

妻と夕食に出かける約束をしているので何時に終わ

るのかなあと、簡単に考えておりました。

　電話の内容は、とりあえず職場に来いという内容

でしたので、私はシャワーを浴び身支度を整え、歩

いて７、８分の職場に向かいました。私は、いつも

職場から緊急の呼び出しがあると、一度出勤すると

いつ帰れるのかわからないので必ずシャワーを浴び

てから出かけるようにしております。自宅にいて地

震を感じた時も、テレビで地震情報が流れる前にシ

ャワーを浴びているので、いつも妻に笑われており

ますが、私はライフラインを扱う者の危機管理の第

一歩だと考えて続けておりました。

　職場に着き事情を聞き驚きました。昨夕の集中豪

雨により、水源となっている常呂川に流域の畑から

大量の土砂が流れ込み、水源の濁度が10,000度を超

えたため浄水処理が出来なくなっており、現時点で、

市内の配水池の水を全部合わせても4,000m3程度し

か残っていないとのことでした。さらに、浄水場で

は高濁度の原水が入ってしまったため、浄水施設の

洗浄作業を行っており、浄水処理が行えない状況に

あるとのことでした。

　北見市の給水量は、平均で１時間に1,500m3程度

ですので、２～３時間後には全市的な断水になって

しまうとの不安が私の頭を過りました。少しでも断

水までの時間を稼ごうと、濁り水の解消のため普段

■技術の使い方

　「技術協」交流広場にスペースをいただき、書か

せていただくことになり、さて何を書いたらよいの

かと考え、まず、「技術」という言葉の意味を調べて

みようと思いました。そこで、YAHOO！辞書やｇｏ

ｏ辞書で「技術」と検索すると、「物事を取り扱っ

たり処理したりする際の方法や手段。また、それを

行う技。」「科学の研究成果を生かして人間生活に役

立たせる方法」と書かれておりました。

　ここで、私たちが普段使っている「技術」という

意味を考えた場合、後者の「科学の研究成果を生か

して人間生活に役立たせる方法」が適切ではないか

と私は考えました。そして、この中の「人間生活に

役立たせる」という部分が最も重要ではないかと考

えました。

　私は、技術士となってから受験指導をさせていた

だいておりますが、ほとんどの方々は、自分の持っ

ている技術や経験を誇示し受験に臨もうとしている

ように感じ残念に思っております。それは、技術を

人間生活に役立たせるためではなく、自分を誇示す

ることが優先され、せっかく持っているものを有効

に使っていないように思えるからです。

　現在、私たちが行っている業務は、社会資本整備

のための計画や設計が主なものですが、その段階で

人間生活に役立たせる方法がいくつもあり、その中

から最も有効な方法を提案できる立場にあるわけで

すから、心して取り組まなければならないと考えて

おります。

　この様なことから、設計を含め自分が行う業務に

おいては、どの様な施設でも「自分や家族が生活の

中心としている場所で、自分を含め多くの人々が使

用し、自分が維持管理をしなければならない施設を、

［ こ う り ゅ う ひ ろ ば ］

貴　重　な　経　験

猪口　公志
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から少し開けている排泥弁を閉めて歩きました。

　晴れた土曜日の平和な朝でした、作業に向かう車

の中から見る街の状況は、普段と変わらないもので

したが、あと数時間後には大変なことが起るのは確

実であり、それがどんな状況なのかは、想像もでき

ませんでした。

　作業が一段落し職場に戻ると、数名が呼ばれ指定

された小中学校に行き給水所を設置しろとの指示が

出されました。必要なものは後から届けるので、と

りあえず行って学校関係者に説明し、給水車の搬入

経路や設置位置、市民の誘導経路を決めておけとの

ことでした。

　私は、市内の中学校に行きました。学校に着き、

さてどうしようかと考えておりましたら、私と同じ

歳で剣道部の顧問をしている先生が部活のためにや

って来ました。私も剣道をやっており一緒にチーム

を組んで試合に出たりした仲ですので、事情を説明

し協力してもらいました。しかし、彼はこれから起

る大変な事があまり理解できていないようでした。

　一般の方は、水道が止まっても浄水作業が始まれ

ばすぐに水道は復旧すると考えているようです。し

かし、私は、一度配水池が空になると配水管の中に

空気が入り正常に水が流れなくなり、水垢等の管内

堆積物が動くことによる濁水の発生が予想できまし

たので、通常どおりに使用できるようになるには、

最低でも２～３週間はかかると考えておりました。

現実には、路線ごとの排泥作業は１カ月行われました。

　ようやく通常勤務に戻れそうになった時、集中豪

雨が発生し、再び全市的な断水となってしまいました。

ちょうど１カ月後の７月２３日のことでした。

　私は、状況も落ち着いてきたので、土日を含め３

日間の休暇をもらい、函館まで子供を迎えに行き、

自宅に到着した時に職場の後輩から呼び出しの電話

がありました。函館から６００km運転し自宅で座る

間もなく作業服に着替え、今度はいつ帰れるのかな

と考えながら、職場に向かいました。

　最初の断水の後の排泥作業は、昼夜を問わず続け

られ、毎日朝日が昇るのを職場の車のバンパーに腰

かけ（ランドクルーザーだったので座れるようにな

っていました）水がきれいになるのを待ちながら、

真っ黒になった水を見つめていました。「いつまで

こんな生活が続くのかなあ」と不安に感じながら朝

日を見つめていましたが、再び同じような日々が続

くこととなりました。

■応急対策

　二度目の断水となってすぐに、私は上司に呼ばれ

対応策を考えるよう任命されました。一人では何か

と大変なので、いつも行動を共にしている後輩にも

手伝ってもらうという条件で承諾しました。

　引き受けたものの、何をしたら良いのか全く見当

もつきませんでした。私は、じっとしているのが嫌

いな（できない）人間ですので、まず、後輩の運転

で浄水場や取水口、その上流の畑など様々なところ

を回りました。

　「取水口の位置を変えれば・・・」「水源を違う

河川にしたら・・・」など色々な声が聞こえてきま

した。しかし、現在の施設を計画した段階では、こ

れが最も良い方法であり、様々な案の中から経済的

なことや、施工性、維持管理等を含め最も良い方法

を当時の担当者が考え決定したものでしょうから、

私のようなものが短期間に考え、現状より良い取水

方法を考えられる訳は無いと考えました。

　取水口から浄水場までは約８kmあり、φ900とφ

800の２本の導水管により原水が送られており、濁

水を取水してしまった場合に備え、排泥弁が途中に

いくつか設置されており、浄水場に入ってからは、

汚泥を乾燥する施設である天日乾燥ろ床に排泥でき

るように配管されていることに着目しました。

　天日乾燥ろ床は、通常は１ｍ程度の水深で使用して

いますが、掘り込み式となっているため、余裕があり

水深２ｍ程度までは水を溜めることができるので、

6,000m3程度の容量が確保され、原水を導水管から

直接引き込むこともできるので、きれいな原水を溜め

ておき、取水停止時には、ポンプと仮設配管を使い浄

水場に引き込み、使用できないかと、私は考えました。

　市長をはじめとする緊急対策本部のメンバーに説

明し、承諾されたことから、すぐに作業に取り掛か

ることとなりました。いつまでできるのかと聞かれ、

私は、明日の夕方までと答えてしまいました。天気

予報では、明後日から雨になる予報でしたので、明

日までには何とかしなければいけない、目標を定め

なければ人は動かないと考えたからでしたが、非常

に厳しい工程でした。
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　ポンプや仮設配管の手配については、事前に確認

しておきましたし、緊急事態ということでリース会

社の方々が全社的に協力してくださいました。天日

乾燥ろ床の汚泥の移動には、地元の建設会社が夜通

し作業をしてくださいました。私と後輩も作業の指

示や天日乾燥ろ床の清掃などを夜通し行いました。

　この時作業に携わってくださった方々は、自分た

ちの知識や経験を最大限に活用し、作業が少しでも

早く終わるよう、必死に取り組んでくださいました。

しかし、皆さんの表情は生き生きとしておりとても

楽しそうでした、やっぱり技術屋っていいなと、私

は思いました。緊急事態に不謹慎かもしれませんが、

私と後輩にとっては、とても楽しい時間でした。

　臨時の溜池を作ってからは、浄水場職員が、濁っ

た河川の状況を見ながら、約6,000m3の原水を大切

に使い、取水停止になっても一度も断水にはなりま

せんでした。

■恒久対策

　ゲリラ豪雨と呼ばれる局地的な集中豪雨により、

水源となっている常呂川流域の畑から大量の土砂が

流出し河川の濁度が10,000度以上と悪化したことに

より、浄水処理が不可能となることが原因であった

ため、浄水場内において土砂を沈降させることもでき、

取水を停止した場合においてもその中の水を原水と

して利用できるよう、１池14,000m3の滞水池を２池

新設することとなりました。これは、北見市の給水

量の約１４時間分の水量で、同時に施工する配水池

と既存の配水池容量を合わせると、２５時間取水停

止しても大丈夫になるように計画したものでした。

　設計は、地元北見市の（株）中神土木設計事務所と

大手コンサルタントとの共同企業体が行うこととな

りました。事前に簡単な基本計画は策定されており

ましたが、工事発注までの時間が少ないことから、

短期間での設計となり担当者はもとより各社が全社

的に協力し設計してくださいました。

　滞水池の構造については、恒久的な施設であるこ

とや、新設位置と取水口からの導水管の損失水頭の

関係から、そのほとんどを土の中に埋設したかたち

になることから、最終的には、ＲＣ構造によるもの

とＰＣタンクとの比較になり、総合的な判断からＰ

Ｃタンクにすることに決定しました。

　構造の比較検討を行い、最終的にＰＣタンクに決

まりそうな時期に、私の携帯に電話がかかってきま

した。「中神ですけど、滞水池について話がしたい

ので、時間がとれませんか」との内容でした、私は

中神（会社）さんの誰なのかなあと考えながら電話

の応対をしておりましたが、話をしているうちに中

神銑三郎社長と気づき驚きました。すぐに、会社に

行き中神社長とお話をさせていただきました。

　中神社長は、北見市役所に勤めておりましたが、

若い頃に退職し設計会社を興し、北見市内では最も

北見市のことを考え、貢献してくださっている方で

あり、地元商工会議所会頭をはじめ、多くの公職を

されていた方ですが、７０歳を過ぎてからも、技術

者として前向きに取り組んでいる方ですので、私も

緊張して社長室に入りました。

　中神社長は、自社が設計したＰＣタンクであるに

もかかわらず、北見市内ではＰＣタンクの工事実績

が少ないこと、全国的にも規模が大きく工期が短い

なかで地元企業がＰＣタンクの施工をしなければな

らないこと、ＰＣの緊張においては専門の技術が必

要なため地元企業のみでは施工できないこと、維持

管理を行う上での地元対応の可能性など様々なこと

を危惧しておられました。

　私たちは、これらの問題について色々と話し合い

ました。中神社長は、体調もあまり良くなく普段は

杖をついて歩いておられましたが、身振り手振りを

交え説明をしてくださる姿は、凛としており、技術

者としての迫力を感じました。しかし、人生のそし

て技術者の大先輩であるにも関わらず、私のような

ものの意見にも耳を傾けてくださり、技術者対技術

者として意見の交換をさせていただきました。この

ことは、私にとって貴重な経験であり、自分自身も

そうなりたいと今でも考えております。

　構造の比較については、ＲＣ構造では壁が厚くな

るため、マスコンクリートとなり、クラック抑制対

策や補修の必要性、それらにかかる費用は、請負業

者の負担となり、さらに、補修にかかる期間の予測

ができないことなどから、水を溜めるのにはＰＣタ

ンクの方が適しているという結論に達しました。

　先に述べた「技術」という意味を考えた場合、中

神社長が自分の会社のことだけを考えるのであれば、

早急にＰＣタンクに決めて設計を進めるでしょう、
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ーツを着てのデスクワークは、私にとって苦痛の毎

日でした。

　私は、地元の建設会社が建設業の新分野進出とし

て北海道の補助金を活用し、台湾で落石防止や道路

の補修等を行う事業を担当しました。その会社の会

長さんが事業を担当しており、私の現場監督の経験

や技術士であることをよく知っていたため、一緒に

台湾に行って技術指導をしてもらえないかと頼まれ

ました。上司に相談したところ、北見市の職員とし

て公務で台湾に行くことは難しいとの回答でしたので、

自分が幹事を務めている地元の技術士会に相談しま

した。私の話を聞き、副代表幹事の島田昭三氏（サ

ン技術コンサルタント（株）代表取締役）が快諾して

くださり、一緒に台湾に行くことになりました。

■技術指導？

　島田社長は、視察旅行で台湾に行った経験があり、

飛行機の中で、日本人の技術者が造った八田ダムを

はじめとする台湾の土地改良事業の経緯など、こと

細かく説明してくださいました。その中で、台湾人（♀）

のほとんどが親日家だということも教えてください

ました。

　私たちは、台北市内で行われている道路の補修工

事を見た後、台北市役所で行われた技術者との意見

交換会に出席しました。

　日本では、道路の縁石は１cm程度の目地を入れて

並べていますが、台湾では目地が無いため、温度変

化による伸縮によりほとんどの縁石の角が欠けてい

ました。近くで行われていた水道の布設替え工事では、

掘削幅が狭かったので工事担当者に確認したところ、

設計では日本と同じような幅になっていましたが、

実際の現場では管が入る程度しか掘削していないよ

うでした。地下鉄や新幹線等の大規模な工事におい

ては、日本企業の技術者が確実に行っているようで

すが、自国で行っている小規模な工事では、現場の

品質管理に問題があるのではないかと、現場監督の

経験を持つ私は感じました。

　台北市役所では、道路や橋梁の維持補修について、

経済性と延命化の問題について最良の方法は何かと

質問されました。「私も公務員ですが」と念を押し、

「維持補修方法については、対象となる施設や設置

状況により異なるため、それらの状況に合った方法

しかし、工事に携わる企業や将来的な維持管理につ

いて深く考え、様々な立場の人の意見を取り入れな

がら結論を導き出す姿は、まさしく技術を「人間生

活に役立たせる」ことを実践されているのだと感じ

ました。

　残念なことに、中神社長は昨年の１２月に他界さ

れてしまいましたが、技術者としてすばらしい大先

輩とこの様な経験ができたことに深く感謝しており

ますとともに、心よりご冥福をお祈りしております。

■緊急工事

　平成２０年５月から約３０億円をかけて緊急工事

が始まりました。滞水池・配水池・導水ポンプ室等

９工区に分けて発注することとなり、私と後輩が全

ての工区の監督員を勤めることになりました。

　工期は、翌年の５月までと通常ではありえない短

い工期設定でいたので、手戻りや事故により現場が

止まってしまうことが問題と考えました。これらを

解消するためには、現場に従事する人間が毎日気持

ち良く仕事ができる環境創りが重要と考え、現場では、

積極的に声をかけて歩くようにしました。

　全て地元北見市内の企業に発注したので、一緒に現

場をやったこともある担当者もおり、私の考えを理解

してくださり、全社的な協力体制を整えてくださった

おかげで、短い工期にもかかわらず、各工程において

予想よりも早く作業を終えることができました。

　大規模断水対策の緊急工事ということもあり、街

中から注目され、完成が近くなると、困難な現場を

成し遂げた９人のヒーローと、無理難題を押し付け

た極悪監督員の物語が地元情報誌に特集で取り上げ

られました。

■産業連携推進

　緊急工事の工期は、平成２１年５月２９日金曜日

でした。６月１日に人事異動があり、工事が完成し

てやることが無くなってしまった私は、商工観光部

産業連携推進課という新しくできた部署に行くこと

になりました。

　そこでは、農商工連携や地元の北見工業大学等の

研究機関と企業の共同研究による新産業の振興等、

北見市の産業発展のための何でも屋的な業務を担当

しました。作業服で現場を回っていた生活から、ス
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メントや現場監理の経験を買われ、大手コンサルタ

ントの技術アドバイザーや建設会社の提案書作成な

どのお手伝いをさせて頂いております。このように、

コンサルタントとして、自分が経験し培った「技術」

を新たな分野で生かせるのではないかとも考えてお

ります。

　世の中の要求を察知できるアンテナを持ち、世の

中の動きに迅速に対応できる体力と知識を養い、先

を見抜く眼力を鍛え、持っている技術に更なる磨き

をかける、そして、真摯に物事に取り組み、周りの

人間を大切にする、そんな技術者になりたい。そう

なることによって、冒頭で述べた「自分や家族が生

活の中心としている場所で、自分を含め多くの人々

が使用し、自分が維持管理をしなければならない施

設を、自分のお金で、自分が施工する」つもりで業

務に取り組むことができるようになるのではないで

しょうか。

　私は、技術者はその立場や環境により必要な「技術」

や使える「技術」が微妙に変わると考えております。

自分が監督員をしていた頃の「技術」の使い方は正

しかったのか、これからは、どのような使い方をし

たら良いのか、自分自身の過渡期にあたり、反省と

修正を繰り返しながら、微力ながらも今年こそは会

社の戦力になりたいと考えております。

　これまでの貴重な経験を生かし、混沌とした世の

中を、笑って淡々（耽々？）と歩み続けられれば、

輝かしい未来が見えてくるのでは、と思います。

［サン技術コンサルタント株式会社］

を考えるのが公務員である技術者の仕事ではないで

すか」と答えたところ、通訳の女性が困った顔をし

てこちらを見ていました。「そのまま伝えてください」

とお願いし、通訳が伝えると、台北市役所の方々が

黙り込んでしまいました。私は、自分自身そのよう

に考え業務を行っておりましたので、当たり前のこ

とを言ったつもりですが、同行した方々からは「少

し言い過ぎたのでは・・・」と言われてしまいました。

しかし、島田社長が、帰りのタクシーの中で「みん

な黙っちゃって、楽しかったねー」と言ってくださ

ったことにより、充実した技術指導？を終えること

ができました。

　次に、厳重な警備の中、日本からの技術指導者と

して台湾総統府に招かれ、台湾No.2の李先生の案内

により、日本統治時に建てられたという建物の内部

を見せていただきました。古い施設を大切に使って

いることに驚きました。

　さらに、李先生が我が国の政治・経済はもとより、

歴代首相の派閥や癖、そして、日本国内の流行や農

業政策などに精通していたことにも驚きました。

■反　省

　現在は、サン技術コンサルタントにおいて管理技

術者や技術指導の立場で若い技術者の邪魔にならぬ

よう、そして、自分にできることは何なのかと、毎

日模索し続けております。

　市役所を退職し、半年ほどしか経ちませんが、自

分がこれまでに経験した上下水道のストックマネジ
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伝統的深井戸工法ー上総掘りを訪ねて

佐藤　俊明

図－1　上総掘りの全容

図－2　上総掘りの模式図

１．はじめに

　水は人間の生活に不可欠であり、古来より水の得

られるところで人間の営みは行われてきた。容易に

河川などから地表水の得られないところでは地下に

水を求めて多くの井戸が掘られてきた。なじみ深い

のはつるべ井戸であろう。この掘り抜き井戸は人が

穴に入り掘り進めるので、掘削作業はきわめて危険

である。

　上総（かずさ）掘りは今のボーリング機械による

井戸掘削が行われる以前に、千葉県上総地方で、地

域にある竹を巧みに使い、百メートルを超える深井

戸を数人の人力のみで掘る技術である。しかも地上

での作業なので安全である。私はこの技術を初めて

知った時驚嘆した。何という創意工夫と職人気質。

おりしも、発展途上国の電気や機械の調達できない

地域で、この工法で井戸を掘り、水で苦しんでいる人々

を助けたという記事を読んで、この技術についても

っと深く知りたいと思った。そして、この伝統技術

を伝承している千葉県の保存会にお願いして、2ヶ月

間一緒に井戸を掘らせていただきながら技術を学んだ。

この技術協で上総掘り技術の一端を紹介するとともに、

先人達の知恵のすごさを報じたい。

２．上総掘りの歴史

　上総掘りと呼ばれているのは千葉県君津

市あたりの上総地域で考案された深井戸工

法のことである。この地域は昔から飲料水

や農業用水の確保が困難な地域であった。

良質な地下水は数百メートル掘らねば得ら

れないが、井戸が帯水層に当たると自噴す

る地質構造の地域でもあった。この地域に

は今でも数百の上総堀りで掘られた井戸が

残っている。

　明治以前の井戸掘りは人が穴の中に入っ

て竪穴を掘る井戸であったが、明治初期に

テツ棒やカシ棒での突き掘りが行われるよ

うになった。明治15年頃、タケヒゴ、ホリ

テッカン、スイコを組み合わせた掘削技術が考案さ

れた。明治19年にはハネギが考案され、明治26年に

はシュモクとヒゴグルマが考案され上総掘りの技術

が完成した。

　地域にある材料を使い、少人数で、地上から安全

に数百メートルの深井戸を掘ることができるこの技

術は、地域の飲料水や農業用水の井戸ばかりでなく、

温泉や石油を掘ったという驚くべき記録が残っている。

しかし、その後、効率のよい機械が井戸掘りの主流

となり、人件費のかかる本工法の役割は終え、昭和

40年頃にはほとんどその姿が見られなくなった。し

かし、この技術は平成18年に我が国で初めて重要無

形民族文化財に民族技術部門として指定された。
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図－3　スイコ､　ホリテッカン（左端は岩掘削用ボード）

図―4　孟宗竹を八割りしてタケヒゴを作る

図―5　タケヒゴの接続（ワリツギ）

は地底にある重量が３０kgホリテッカンと地上の作

業者を結びつけ、人力による掘削の動作を伝えるも

のである。長いものでは数百m、筆者が行った現場で

も深さ８０mを掘削中であった。タケヒゴは８mくら

いの孟宗竹を八割にし、幅２cm、厚さcmに加工する。

この８mのタケヒゴをワリツギまたはカマツギという

手法で巧妙に接続していく。ちなみに引っ張り試験

結果では、竹の引っ張り強さは４４kg/mm2、鋼の引

っ張り強さ４１kg/mm2である。竹の強さを伺えよう。

　ホリテッカンを吊すだけならロープでもよいので

あるが、押す力も伝えることができるのがタケヒゴ

の利点である。ホリテッカンを上下させて掘り進む時、

ホリテッカンにかかる力を微妙に加減できるのである。

さらに、垂直かつ円形に孔を掘るにはツメのついた

ホリテッカンを回転しながら上下させる必要がある。

この回転のためのねじり力も伝えることができる。

このように剛性がありながら巻き取れる柔軟性があ

るというのが竹の特性である。また、ホリテッカン

３．上総掘りのしくみ

　掘削の原理は先端にハガネでできたサキワを付け

た鉄管を上下させて掘り進む。サキワと鉄管の間に

逆止弁がついており、掘削屑が鉄管内に貯まるよう

になっている。掘削孔にはネバミズという泥水を注

入する。今で言うパーカッション式ボーリングの原

型が当時の井戸職人により考案されていたのである。

特筆すべきは数百ｍも掘り下げるとき、ホリテッカ

ンをつるすのに、現地に豊富にある竹を加工してタ

ケヒゴを作り利用したことである。さらに効率よく

掘削するためハネギやヒゴグルマが考案され図―２

のような成された形となった。以下詳述する。

（１）ホリテッカン

　掘削に使用する鉄管で、通常のものは長さ７ｍ、直

径60mm前後、重さ約30kgあり、先端にサキワとい

うハガネでできたビットがついている。サキワも掘削

する地盤により、ワン型や一文字型などを使い分ける。

サキワのすぐ上部にコシタという逆止弁がついており、

これが重要な役割を果たす。また、ホリテッカンの先

端部付近の外側にツメをつけ、鉄管の径より大きな孔

が掘れるようにしてある。（図－３，図－６参照）

（２）スイコ

　掘削孔の底に残った掘り屑を汲み上げるのに使用す

るもので、ホリテッカンと仕組みが似ているが、比較

的軽量で、先端にはコシタ（逆止弁）だけがついている。

（３）タケヒゴ

　上総掘りの真骨頂の一つがタケヒゴである。これ
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を地盤に打ち付けると、その感触がタケヒゴから直

に伝わってくる。この感触で職人は掘っている地盤

の種別を判断するのである。

（４）ヒゴグルマ

　上総掘りのセットの中で一番目を引くものだが、

上記のタケヒゴを巻き取る目的のもので、中に人が

入りハムスターのようにヒゴグルマの中を歩むこと

で回転し、タケヒゴを容易に巻き取ることができる。

タケヒゴを折れないように巻き付け、かつ、中で人

が歩むスペースが必要なので直径４ｍくらいある。

このヒゴグルマの考案で数百メートルのホリテッカ

ンの引き上げ作業が容易になった。

（５）ハネギ

　２本の真竹を組み合わせて両端を結わえ、弓状に

する。足場の最上部に設置し、ロープでタケヒゴに

結びホリテッカンを上下するときのバネとして利用

するのである。この仕掛けで３０kgあるホリテッカ

ンを上下する労力が格段に軽減された。

（６）ネバミズ

　ネバミズは地域で採取した黒色粘土を水で溶かし

たもので、掘削するとき孔内に充填する。目的は掘

り屑を連行することと孔壁が崩れないように粘土の

皮膜を孔壁に作り、泥水圧で押さえるためである。

現在のボーリングでもベントナイトを溶かして泥水

として使用している。この頃、既にこのアイデアを

考え出して使っていたのである。ネバミズは掘削孔

内の状況に応じて濃度を調節する。

4．掘削作業のあらまし

　図－２ではホリテッカンが地中にあり、掘削作業

中の図である。ホリテッカンは長く繋いだタケヒゴ

に吊されており、ホリテッカンと竹ヒゴはカマと呼

ばれる金具で接続され、タケヒゴの上部はハネギに

ロープで結ばれている。井戸職人は鉄管自体の重み

を利用してホリテッカンを地中に突きおろすと、ハ

ネギが引っ張られて弓のようにしなり、戻ろうとす

る力でホリテッカンを引き上げる。これを一秒くら

いの周期で繰り返す。タケヒゴの剛性を利用して、

足場の上でゆっくり回転しながら掘り進むと、ホリ

図―6　コシタ（逆止弁）の働き

テッカンもつられ

て回転し真円に近

い孔を掘ることが

できる。

　サキワが突き崩

した掘り屑はネバ

ミズ（泥水）にと

け、コシタと呼ば

れる逆止弁の働き

でホリテッカン内

にためられる。あ

る程度掘り屑がホ

リテッカンに貯ま

ると、ヒゴグルマ

を回してホリテッカンを引き上げ、あおって掘り屑

を排出する。この後、スイコでさらに孔内の掘り屑

を浚い、再びホリテッカンを孔内に入れて掘り進む。

　昔の井戸職人は上総掘りで一日約５ｍ掘削したと

言われている。我々がやると一日４時間の作業で1m

掘るのがやっとである。最大の日でも２m３cmであ

った。

　帯水層に到達したかどうかの判断は掘り屑の観察

と掘削作業の感触のみが頼りである。ホリテッカン

が地底に突き当たる感覚が竹ヒゴを通して直に伝わ

るので、その感触で地盤の見当がつく。粘土も深く

なると堅いが、コトン、コトンという感覚、砂礫だ

とザクザクという感覚が伝わってくる。要注意なの

は柔い粘土で、強く突き下ろすと吸いつかれる。引

き上げようとするとサキワ部分が真空状態となり、

引き上げることができなくなる。このような土質は、

強く突き下ろさず粘土を溶かし込むように掘るスク

イ掘りをしなければならない。

　昔の井戸職人は帯水層のことをミズシキと呼んで

いた。上総地方の良好な被圧水のあるミズシキは固

い盤層の下にあることが知られていた。

5．上総掘りを応用して

 この人力による井戸掘りを、実際に北海道で試して

みたいと思ったが、上総掘り技術の中心となる太い

竹が無い。そこで、掘削の原理だけを応用すること

にした。足場の杉丸太は仮設用足場パイプで、ハネ

ギのバネは自転車のゴムチューブを活用した。チュ
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図―7　我家の庭での試掘

図―8 工夫された様々な道具類

ーブ３～４本でハネギと同じくらいの力加減になる。

竹ヒゴの代わりにワイヤーを考えたが、それほど深

く掘るわけではないので２０mmのガス管にした。そ

うすると掘り屑を掘削と同時に地上に排出できるの

でスイコが不要になる。径70mmのハガネのサキワ

だけは鉄工所で作ってもらった。図－７が我家の庭

で試掘した時の様子である。７mくらいから砂混じり

の層が出てきたので、１２mで一応掘削を打ち切った。

手押しポンプをつけてみると、十分ではないが水を

汲み上げることができた。

6．トラブルの対処

　人力で直径１０センチメートル程度の孔を数百メ

ートルも掘るのであるから、トラブルはつきもので

ある。トラブルへの対処についても先人の工夫に感

嘆する。もっとも単純なミスは孔内に工具類を落と

してしまうことである。金物が孔底にあるとハガネ

のサキワでも掘り進めない。これを拾い上げるのは

ツカミやヒッカケという道具である。つぎはタケヒ

ゴの継ぎ目が破損し切れて、ホリテッカンを落下さ

せてしまうトラブルである。これはハナガラミやヒ

ゴマワシという道具で切れたタケヒゴをつかむこと

ができれば回収できる。特に大変なのは孔壁が崩れ

てホリテッカンが引き上げられなくなることや粘土

層で粘着して引き上げられなくなることである。掘

削休息時、孔底からホリテッカンを最低５０cm浮か

せることを厳守せねばならないのはこのためである。

この場合ではハダマワシやハリゲンノウなどでの復

旧法が工夫されているが人力なので限界もある。

7．あとがき

　今はハイテクの時代であるが、私はこのような先

人が苦闘して編み出したローテクに魅せられる。本

稿で上総掘り技術のあらましを記載したが、実際に

は書ききれないほどの細かい手仕事の技術が含まれ

ている。足場を組み立てる縄の結び方一つでも作業

中はゆるまず、解体する時は素早くほどける結び方

がある。このような手仕事の技術から学ぶことはた

くさんある。

　今は機械の時代で、上総掘りは博物館入りした技

術であるが、この技術のすばらしい特徴を再度列記

すると①身近にある材料を使う。（竹、杉丸太、鉄管）、

②少人数で掘れる（２～３人）、③地上作業なので安

全である。

　百二十年前、千葉県上総地方で人間の生活に不可

欠な水を求めてできあがった深井戸の技術。機械を

買うお金が無くても、身近な材料を使い自分達だけ

で安全に井戸を掘ることができる技術。まだ、地球

上のどこかに、この技術を必要としている人達がい

るかもしれない。

［五大建設コンサルタント株式会社］
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セネガル川を巡って

川村　敏徳

 1　サヘル地域

　サハラ砂漠の南縁部に広がり、年間の降水量は

500mm以下でその大半が雨期に集中する半乾燥地帯

は、サヘル地域と呼称される。ギニア内陸部のフー

タジャロン高原に源を発し西流して大西洋に注ぐセ

ネガル川と、同じ高原から東流の後、南流してギニ

ア湾に注ぐニジェール川が、サハラ砂漠の西南縁へ

の拡張を阻止していると観ることもできる。 

　2002～2004年にかけ、モーリタニア国で実施さ

れた国際協力機構（JICA）の「オアシス地域開発計画」

に参加し、調査期間中は首都ヌアクショットから約

700km離れた南の実証調査地ティジクジャまで国道

3号線経由で往復を繰り返した。国道3号線はセネガ

ル川からおおよそ50km～100km離れた北部内陸砂

漠地帯を河道にほぼ並行して走るが、セネガル川に

近い部位の国道の両側には一面の草原が広がり、牛・

山羊・羊の放牧が行われている。乾期は枯れた草が

ある程度としか思えない平地が、雨期の降雨の後は

砂漠・土漠であった部位にまで草が茂り、見渡す限

りの緑の草原に変化する。

　ただ、車窓から俯瞰して見る分には草木は重なり

合って量感を持った緑の草原ではあっても、実際に

草原に入って歩くと隣り合う草木間距離は意外と広く、

密生しているわけではない。 

　内陸のオアシスでも降雨がワジ（砂漠の中の水無

し川）に一次的な流水を発現し、その後、ワジ周辺

に緑をもたらすが、その範囲はワジ周辺部に限定され、

セネガル川の近傍地域に比較すると緑の勢いも弱い。

調査期間中にサヘル地域の自然環境に大きな影響を

与えるセネガル川を訪れたいと考えていたが、時間

的な制約からその機会も無くオアシス調査を終了した。

　それから6年余が経過した昨年、JICAがセネガル国

で実施した、セネガル川を水源とする約1,000haの

新規開田に係わる調査に参加する機会があり、セネ

ガル川をモーリタニアの対岸側から見る機会が訪れた。

2　セネガル川

　セネガル川は、流路長約1,800km、流域面積33.7

万km2で、セネガル・モーリタニア・マリ・ギニアの

4カ国を貫流する国際河川である。上流域支流が合流

し「セネガル川」となってからの河道は大きく蛇行し、

河道両岸に沿って幅20kmに達する広大な氾濫原が発

達する。中流域から河口までのセネガルとモーリタ

ニアの国境は川の中心で、住民は手漕ぎの川船で自

由に国境を往来している。中流域での川幅は200～

300m、 流 況 は 渇 水 期 に 150m 3/ s、 豊 水 期 に

1,700m3/sで、河岸沿いには、雨期の洪水氾濫によ

り形成された自然堤防帯が発達し、自然堤防帯の後

背地には湿地や湖等を包含した低平地が広がる。

　氾濫原における集落や農耕地は、洪水被

害の少ない自然堤防帯上に発達し、従って、

農地あるいは居住地としてのまとまった氾

濫原開発には、セネガル川水位の上昇期（8

月～11月）対策としての堤防が必要で、つ

まりは日本の木曽三川下流に発達したような、

輪中形式による洪水防御をしなければ、安

定した生活・営農ができない環境にある。

　河川勾配は１kmで数cmと極めて緩く、

河岸高も2～3mで自然取り入れでの利用が

難しいことから、河川水の利用はポンプ揚

水（ポンプをフロートに載せて川面に浮かせ、

ポンプ自体が水位変化に追随するフローテ

ィングタイプが主体）が一般的である。

　現状の農業的土地利用は、国際機関や多
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ディアマ河口堰

水した地域が減水を始めると、水がひいた地面に突

き棒で孔を空け、ミレット・ソルガム等の種子を播種、

減水が進むにつれ低位部へと播種区域を拡大してい

く無農薬・無施肥栽培である。収穫は先行播種した

高位部から低位部へと成育の度合いに応じて進められ、

収穫された穀粒は自給と一部は換金用に販売し、収

穫物残渣となる葉・茎・根は家畜飼料として、文字

通り根こそぎ収穫利用されるため、収穫後の氾濫原

には碁盤目状に孔が開いているだけとなる。

　種子は旱魃に強いローカル種で多収量系ではなく、

収穫期には鳥害により収穫量はさらに減少する。家

族総出の鳥追い・穂の部分を布で覆う鳥害防止等の

手当ては、伝統的な穀類栽培の定番となっている。

　しかしながら、セネガル川流域では、既述したマナ

ンタリーダムによって洪水調節が行われるようになっ

たため、こうした氾濫原での伝統農業の範囲は地形的

に限定される状況を生み出し、現在では洪水期にダム

からの放流を行い、人工的に氾濫原を再現することで

伝統的な穀類栽培を継続しているが、これも農民が灌

漑農業へ移行するまでの暫定的な措置となっている。

4　米の栽培

　フランスの統治時代、ベトナムからの米を西アフリ

カへ移入して以来、都市部を中心とした消費者の嗜好

が、伝統的に洪水氾濫原で栽培されるトウモロコシ、

ミレット、ソルガム等在来型の穀物から米に移行する

とともに、サヘル地域での米の栽培・消費が拡大して

きた。近年、多収穫のアジア種と乾燥・病虫害に強い

アフリカ種を交雑した多収穫の陸稲品種ネリカ米が開

発されその普及が期待されている。セネガル川流域で

の米栽培は、ネリカ米出現以前からアジア系品種の水

稲栽培を主流として展開されてきたが、その生産高は

消費の拡大に追いついていない。セネガル国での米需

給で観ると、2010年で約80万トンの需要に対し20万

トン弱の自給で、不足分は輸入となっており、需給ギ

ャップを解消するための新規灌漑施設整備による米の

増産は緊急の課題となっている。

　セネガル国のセネガル川流域でみれば、湛水灌漑

を行う約67,000haの村落あるいは私有灌漑施設の内、

良好に機能している灌漑面積は約16,000haとの調査

結果があり、これらの灌漑施設は、セネガル川にフ

ローティングタイプで発動機付きのポンプを設けて

くのドナーの資金援助で開発されたかんがい農地を

除くと、集落あるいは地縁・血縁のグループ単位で

農民組織を立ち上げて政府機関からの補助を受け、

ポンプ及び導水施設と数十ヘクタール規模のかんが

い圃場を造成して営農を行っている他、洪水氾濫原

での洪水を利用した伝統的な穀類（ソルガム・ミレ

ット等）栽培が行われているに過ぎず、平坦で比較

的肥沃な農業開発適地は未だ多く残されている。

　1972年に、セネガル川の水利用と流域管理を目的

として、河川流域関連国間でセネガル川開発機構

（OMVS）が設立され、河川水の利用調整が行われる

ようになった。

　OMVSの管理下で、上流マリ国のセネガル川支流に

建設されたマナンタリーダム（1988年完成、貯水量

113億m3）、下流セネガル川本川を締め切ったディア

マ河口堰（1986年完成、乾期水位調節の影響は上流

450kmに及ぶ）の建設によって、上流域での洪水量調節、

河口での塩水遡上制御及び河川水位制御が行われるよ

うになり、河川水利用の自由度は増加した。しかしな

がら、マナンタリーダム下流域3カ国（セネガル・モー

リタニア・マリ）で計375,000haのかんがい開発割当て

がおこなわれているが、現状では3カ国あわせても4割

以下のかんがい農地開発が行われているに過ぎない。

 

3　伝統的な穀類栽培

　洪水氾濫原での伝統的な穀類栽培は、粗放的な洪

水利用型農業で、有効な利水施設を持たない農民の

知恵であり、セネガル川流域だけではなく、サヘル

地域全域（サハラ砂漠周辺域においてもワジに洪水

出水があった後）で見られる。雨期の洪水により湛
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性を調査に出向くと、殆どの地域には灌漑開発がな

されているか、国際機関等で作成された新規・リハ

ビリの開発計画が眠っているかであり、足りないの

は開発資金だけと言うケースが多い。セネガル川の

氾濫原開発も同様で、各国の援助機関による数多く

の開発計画が樹立されているにもかかわらず、その

多くはお蔵入りとなっている。昨今の様々な国際援

助の志向がアフリカに向いているとは言え、援助の

枠は各国・機関の経済状況ひいては世界経済の影響

を受けており、セネガル川沿いの灌漑開発もその影

響からは逃れられず、遅々として進んでいない。

5　河口の町サンルイ

　セネガル川の河口中州を開基としたセネガル第2の

都市サンルイは、17世紀にフランスの殖民都市とし

て拓かれた後、仏領西アフリカの首都（20世紀の初

頭には「星の王子様」で有名なサンテグジュぺリが、

フランスとサンルイ間の郵便飛行パイロットとして

従事していた）となった町である。セネガル川が大

西洋に注ぐ地理的条件は、帆船による対外交易が盛

んになると河口に位置した集落サンルイが大西洋へ

の玄関口となり、セネガル川での舟運を介してサハ

ラ交易ルートと繋がり、奴隷貿易が隆盛を迎える時

期には大いに栄える要因となる。

　特に16～18世紀にヨーロッパ・西アフリカ・西イ

ンド諸島の3地域を結んだ所謂「三角貿易」では、ヨ

ーロッパを出発し、カナリア海流を利用して繊維製品・

酒・武器を西アフリカへ運び、西アフリカからは南

赤道海流を利用して奴隷を西インド諸島へ送り出し、

西インド諸島からはメキシコ湾流・北大西洋海流を

利用して砂糖・綿を積荷としてヨーロッパへと戻る

三角ルート上の西アフリカの拠点の一つとして、ヨ

ーロッパからの繊維製品・酒・武器をアフリカ内陸

部へ送り出す拠点、内陸部からはセネガル川を船で

運ばれてくる奴隷の集積中継地として繁栄を謳歌する。

交易品としての奴隷は当初、部族間抗争での捕虜・

債務奴隷・犯罪者等、部族社会での脱落者が主体で

あったが、これらの員数が急激に増えるわけも無く、

「三角貿易」の最盛期には奴隷員数獲得のための部

族間抗争等が頻発するようになる。こうした奴隷供

給側の状況変化は、宗教的・人道主義的な観点から

の批判や奴隷価格の高騰等を招くこととなり、19世

導水路に揚水する形式で、水路・畦・農道等は法線

沿いに周辺土をブルで集積し転圧して造成、水量の

大きい分岐・分水箇所のみ現場打ちでコンクリート

枡及び簡易ゲートを設置する施設構造で、圃場造成

地の地形勾配は1/1,000 ～1/2,000であり圃場の均

平は不陸調整程度で工事が終了する。こうした灌漑

施設は、完成後数年は機能するが、風食と水路内流

水や外水による水路盛土部の崩壊・ポンプの故障・

燃料の手配等、維持管理不足に起因する不具合発生

を契機として、水源に近い圃場のみが営農を継続す

る状況が各組織で見られる。

　その一方で、国際機関やドナーの資金援助で開発

された湛水灌漑農地27,500haのうち、21,400haが

良好な状態にある。これは、一つの灌漑組織規模が

数百～数千haで、灌漑地域を輪中形式に堤防で防御し、

水源となるポンプは複数台を河岸上に固定式で設置、

水路構造は土水路ではあるが用排を分離するととも

に管理用道路等を並走させ、水路途中には水位調整

ゲート・分水口には分水ゲートを施設する構造とし

ている。ドナーがフランスである場合は、水位調整

ゲートや分水ゲートに開水路系の水位・流量制御機

器としては優れもののアビオゲート・デストリビュ

ーター等を普通に使用している。これらの工事はド

ナー国の十分な施工管理の基で実施されること、組

織構成規模が大きい分、徴収する水利費によって維

持管理がそれ相応に実施されることもあり、各灌漑

組織の灌漑率（公称灌漑面積の内の実灌漑面積）は

高く、建設後10～20年を経た組織も数多い。

　栽培は、2期作が可能で、代掻き後の直播と移植の

両方が行われており、化学肥料・除草剤の使用、田

起こし・収穫での農業機械使用等、比較的高投入型

の営農で、平均収量は5～6t/haと高い。これらの事は、

現地の自然条件に応じた適切な灌漑施設さえ建設す

れば、米の自給達成とともに、新規就農による雇用

機会の増加・農家所得の向上等が図られ、灌漑開発

がセネガル社会の経済にあたえるインパクトはかな

り大きなものとなる。しかしながら、人口1300万人、

国家歳出予算が4,000億円規模での国家運営では、

農業部門への投資は限定され、一定規模の灌漑開発

には資金・技術とも国際的な援助に期待するしかな

いのが現実である。

　世界地図で緑に塗られた平野部に灌漑開発の可能
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セネガル川とクルーズ船

しい訳でもなく、名勝がある訳でもない普通の田舎

町を連れ立って歩き回る観光客の姿に、かの宗主国

時代もかくあらんと見てしまうのは、こちらの考え

過ぎであろうか。

6　流域のこれから

　西アフリカ南部地域砂漠化への歯止めであるセネガ

ル川およびニジェール川流域では、源流域への人口圧

力による森林伐採・放牧の進行による水源涵養・保水

力の低下が懸念されるため、国際機関による源流域保

全管理の対策がとられつつある。また、流域での水利

用はOMVSで管理され、開発行為での環境影響評価の

義務化など、流域保全の基本方策はとられている。

　増加する人口への食糧・就業対策に農業インフラ整

備が実行され、そうした生産基盤が整った農地での生

産活動は、揚水・施設維持管理のための水利費等の発

生・生産量確保のための農薬・肥料等生産資材投入・

田起こしや収穫時の農業機械の利用等が発生するため、

経済性を重視した農業にならざるをえない。一方で、

整備の進行は、洪水をそのまま利用した粗放的ではあ

るが持続的な伝統的農法の場である氾濫原を縮小させ、

いずれは氾濫原での伝統農業は消える運命にある。国

の経済が発展して個人が豊かになり、安全・安心・健

康が製品の価値として認められる市場が形成されれば、

「伝統農法で栽培された無農薬の雑穀」とでも称し、

伝統農法による産品が健康食品として脚光を浴びる時

が来るかも知れない。ソルガムの株間を、鳥追いのた

めに奇声を発しながら走りまわる人たちを見ながら、

そんな事を考えた。

［内外エンジニアリング北海道株式会社］

紀に入ってようやく奴隷貿易の禁止が世界の潮流と

なる。セネガルの首都ダカールの沖合い３kmに浮か

ぶゴレ島は、奴隷の送り出し拠点であることを素因

として、1978年に世界文化遺産に登録されている。

一方、サンルイには、フランスの植民地時代に計画

的に整備された都市の商館を主体とした建造物群が

現存しており、2000年にこれら「建造物群」を対象

として世界文化遺産に登録されている。

　ポンプ場予定地付近を調査していた時、川岸に生

い茂る樹木を透かして、数百トン規模の白を基調と

し客室出入り口の木製ドアをマホガニー色に塗装し

た客船がセネガル川を遡上してきた。

　サンルイを母港とし、ディアマ河口堰の閘門を抜け、

途中のセネガル川沿いの主要都市に寄港しながら1週

間をかけ、上流約200kmのポドール迄を往復する不

定期のクルーズ船である。乗客は旧宗主国であるフ

ランスからの観光客が多く、寄港地では市場・市内

をグループで散策する光景を目にする。町並みが美
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１．目的

■農業農村整備に携わる技術者にとって、発注者及び受注者

　責任を明確に果たしていく必要があります。その前提とし

　て、技術力の維持・向上が不可欠です。

■技術の急速な進歩と経済活動のグローバル化が進む中で、

　学校教育から社会人教育にわたる一貫した技術者継続教育

　の制度化が各分野で進んでいます。

■農業農村工学分野では、農業農村整備の多様化、技術領域

の拡大、新たな国際化時代を担う技術者の育成のため、農業

土木技術者継続教育機構(CPD制度)を創設し、技術者の日常

の研鑚を評価し、また支援しています。それらを実施するた

め、農業土木技術者を擁する関係機関・団体等が連携して、

農業土木技術者継続教育機構を第三者機関として設立しまし

たが、学会の名称変更に合わせ、技術者継続教育機構と名称

を変更しました。

２．会員対象となる団体等及び技術者

　この制度の対象は、「農業農村整備に携わる団体等及び技

術者」です。北海道全体で、約750団体等・6000人を対象と

しています。

　○行政機関：北海道開発局、北海道、市町村

　○教育機関：大学・高校、独立行政法人

　○団　　体：土地改良事業団体連合会、土地改良区、　　

　　　　　　　農業協同組合、公社、公益法人

　○民 間 等：建設業、コンサルタント、資材関連、個人

３．制度の概要

■この制度は、技術者の技術力向上を支援するため、次の４

　項目の業務を行います。　

①継続教育プログラムの評価・認定

②継続教育プログラムの情報提供・支援

③継続教育の記録及び管理

④継続教育記録の証明

■この支援により、個人のみならず、各機関における組織と

　しての技術力の向上を計画的に進めることができます。

４．本制度の活用方法

■民間企業（建設業や設計コンサルタント業）などの受注機

　関における技術力の評価・証明

○今後の業務では、技術力の評価が重視されることが予想さ

　れ、従来の資格、実務経験に加え、日頃の技術研鑽の取組

　状況を評価項目に加えるようになってきています。

○技術者個人や組織としての計画的な技術力向上対策を図る

　ことができます。

■発注機関における技術力の評価・証明

○どのような技術力を有する技術者が業務を担っているかを

　対外的に評価・証明する必要が想定されていますが、これ

　への活用が考えられます。

○技術者個人や組織としての計画的な技術力向上対策を図る

　ことができます。

○技術的な業務の研鑽と継続教育の実績を活用することがで

　きます。

５．入会

■CPD会員：次ページの申込用紙、またホームページに掲載

　されている申込様式に必要事項を記入の上、機構（本部）

　までお申し込みください。後日、会員証を送付します。

  ・会費　　　年会費2,500円　　　 入会金1,000円

　 30名以上の場合、人数に応じた団体割引制度があります。

■CPD法人会員：農業農村整備に携わる技術者を対象として

　研修等を実施している機関は、この運営に主体的に参加頂

　いています。開発局、公益法人、民間等が入会しています。

６．継続教育記録の登録

（１）本機構が認定したプログラム（講習会等）への参加

　　　農業農村工学会の会員として「水土の知」を購読

　　　農業農村工学会の会員として通信教育を受講・回答

         ↓

      自動登録

（２）認定プログラム以外の継続教育（自己記録）

         ↓

      記録ノートをホームページからダウンロード

         ↓

      継続教育記録を入力

         ↓

     次年度の４月に、前年度１年分のデータを記録した｢記      

　　　録ノート｣を機構(本部)へ送付

７．簡単なＣＰＤの取得方法（事例）

　　機構としては、年間50CPDの取得を目標としています。

　　下記は、簡単なCPD取得の事例です。このうち⑤以外は

　自動登録されます。

　　①農業農村工学会員として「水土の知」を購読      10

　　②農業農村工学会員として通信教育を受講(最大24)  20

　　③農業農村工学会が主催する認定プログラムに参加   4

　　　  農業農村工学会北海道支部では、

　　　　年間4回で15CPD程度の研究発表会等を開催

　　④公益法人等が主催する認定プログラムに参加　    12

    　  (社)北海道土地改良設計技術協会では、

　　　　年間25回で100CPD程度の研修会等を開催

　　⑤職場内におけるプログラムに基づいた研修(最大10) 4

　　 　(年1回開催する社内の技術研究発表会等)

                       合　計　　　　　　　　　　　 50

農業農村工学会 技術者継続教育（ＣＰＤ）制度の概要
－技術者の多岐にわたる技術力の効果的な研鑽を支援するために－

【農業農村工学会 技術者継続教育機構 北海道地方委員会】

♦問い合わせ先♦

農業農村工学会 技術者継続教育機構 北海道地方委員会

〒060-0807 札幌市北区北7西6-2-5 NDﾋﾞﾙ9F ㈱ｴﾇﾃﾞｨﾋﾞﾙ内

Tel：011-707-5400　Fax：011-757-7788

URL：http://www.jsidre-cpdhokkaido.jp/

E-mail：aketagawa@jsidre-cpdhokkaido.jp(明田川)

E-mail：cpd@jsidre-cpdhokkaido.jp(田村）

農業農村工学会 技術者継続教育機構(本部)

〒105-0004東京都港区新橋5-34-4 　農業土木会館内

Tel：03-5777-2098  　Fax：03-5777-2099

E-mail：kaiin@cpd.jsidre.or.jp

URL：http://www.jsidre.or.jp/cpd/

(　　　　　　　　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　　　　　　　　)
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資格試験カレンダー

●資格試験年間スケジュール
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資格試験カレンダー
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現地研修会報告

平成22年度

大夕張ダム

道央地域現地研修会（前期）報告

夕張シューパロダム

②大夕張ダム

　大夕張ダムは夕張川沿岸農地のかんがいを目的に

北海道開発局によって建設された農業用ダムで築高

67.5m、堤頂長251.7mの重力式コンクリートダム

です。先に見学した夕張シューパロダムの完成後は、

新ダムに管理を引き継ぎ大夕張ダムは水没する予定

になっています。現地ではH19年度の資料をもとに

年間を通しての貯水計画や管理基準に関する説明を

受け、いままでは漠然としか知らなかったダムの維

持管理について詳しく知ることが出来ました。

佐 藤　秀 樹

はじめに

　平成22年9月16日に北海道土地改良設計技術協会

主催の「道央地域現地研修会」に参加しました。

　研修のテーマは、「道央地域における農業農村整

備事業等」という内容で、水利施設の施工現場及び

過去に建設された施設について見学させていただき

ましたので、感想を含めてご報告いたします。

研修場所

・夕張シューパロダム：夕張シューパロダム築堤建

　設第３期工事

・大夕張地区：大夕張ダム、川端ダム、道央注水工

　取水口

・道央用水（三期）地区：道央注水工東７線　工事

①夕張シューパロダム

　夕張シューパロダムは、既存の大夕張ダム直下に

新たにダムを建設する再開発事業で、洪水調節、流

水の正常な機能の維持、かんがい用水の補給、水道

用水の補給及び発電を目的として建設されています。

ダム本体はRCD工法というセメントの量を少なくし

た超硬練りのコンクリートをブルドーザーで敷均し、

振動ローラで締め固める工法をもちいて、単位セメ

ント量の軽減や施工工期の短縮を行っているとの説

明を受けました。夕張シューパロダムは完成すると

堤頂長390m、堤高110.6mで、全国で湛水面積第2位、

貯水容量第4位の多目的ダムとなり、そのような大規

模な工事を見学するという貴重な体験をすることが

出来ました。また現場見学前に立ち寄ったインフォ

メーションセンターでは夕張シューパロダムの目的

や規模等の詳しい説明と共に、地域文化の展示もさ

れており大夕張地区の歴史についてもいろいろと知

ることが出来ました。
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現地研修会報告

川端ダム及び道央注水工取水口

を今後の業務に生かし、実際の施工を考慮した設計

を行うよう努めていきたいと思います。

　最後にこの研修会を企画・実行されました社団法

人　北海道土地改良設計技術協会、並びに協力して

下さった北海道開発局、施工業者の皆様に心より感

謝申し上げます。

［株式会社 田西設計コンサル］

中　尾　　仁

はじめに

　平成22年9月16日、北海道土地改良設計技術協会

主催による「道央地域現地研修」に参加させて頂き

ました。

　今回の現地研修会では、普段なかなか接すること

の出来ないダム等の施工現場や管水路の推進工法の

施工現場を見学することが出来ました。

　現地研修場所は、

　①　夕張シューパロダム

　　・事業および工事の概要説明

　　・施工現場見学

　②　大夕張ダム、川端ダム

　　・利用状況及び管理状況の説明

　　・ダムの歴史的経緯の説明

　③　道央用水注水工取水口

　　・現地見学

　　・施工状況の説明

　④　道央用水（三期）地区東7線工区工事

　　・事業および工事の概要説明

　　・施工現場見学

の4箇所で、各事業概要説明や施工現場の作業状況の

見学などを行いました。

①夕張シューパロダム

　夕張シューパロダムは、洪水調整や流水の正常な

機能の維持、灌漑用水の補給、水道用水の補給、発

電などを目的として平成3年度に実施計画を着手し平

成17年度より工事着手され現在に至っています。

当研修においては、現地のインフォメーションセン

③川端ダム及び道央注水工取水口

　川端ダムは大夕張ダムの下流に位置する築高21.4m、

堤頂長280.0mの重力式コンクリートダムでかんがい

用水、発電を目的とし、ダムの下流にある発電所で

は最大4,200kwの発電を行っています。また川端ダ

ムの左岸側には道央注水工の取水口があります。取

水口の施工時にはダム堤体上を工事車両が通行でき

ないため、右岸側に仮桟橋を設置して台船を使って

施工を行いました。道央注水工取水口は数量計算業

務で携わっていたので図面等では知っていたのですが、

施工された実物を見てあらためて実際に現地を知る

ことの重要性を感じました。

④道央用水（三期）地区

　最後の見学場所は道央注水工東７線工区工事でした。

道央注水工は先に見学した取水口を起点とし、千歳

川水系及び安平川に注水することを目的とした総延

長30.8kmのトンネル、開水路、管水路からなる大規

模な水路です。東７線工区では泥水式推進工の施工

現場を見学しました。推進工の施工自体は終了して

いたのですが、施工後の推進工の様子や土留区間の

クラムシェルによる掘削などを見ることができました。

泥水式推進工はいままでに何度か設計したことがあ

るのですが、実際に現場での話を聞くことができて

大変勉強になりました。

おわりに

　今回の研修では普段見ることの少ない大規模な工

事の様子や水利施設を見学することができ、大変有

意義な研修となりました。今回の研修で学んだこと
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現地研修会報告

大夕張ダム

ＲＣＤ工法施工状況

川端ダム

ターにて当ダム事業の概要や建設までの経緯のほか、

地区の歴史などに関する説明を受けました。

　現場では「夕張シューパロダム堤体建設第3期工事」

のＲＣＤ工法による堤体打設状況などを見学し、工

法の採用経緯や進捗状況に関する説明を受けました。

　この工法は初めて耳にする工法でしたので大変参

考になり、実際の施工状況を目で見ることが出来て

大変勉強になりました。

②大夕張ダム、川端ダム

　大夕張ダム及び川端ダムは、北海道総合開発計画

の一環である国営大夕張土地改良事業により、夕張

川流域である1市5町の約12,000ヘクタールのかんが

い用水源および発電を目的として夕張川に築造され

た重力式コンクリートダムです。

　大夕張ダム及び川端ダムは、それぞれ昭和36年度

と昭和37年度に完成し、完成と同時に国営造成施設

管理事業として北海道開発局の農業部門により直轄

管理を行っており、発電に関しては北海道企業局に

より管理が行われています。

　大夕張ダム直下流に現在のダム機能に洪水調節な

どの機能を加えた夕張シューパロダムが建設されて

おり、平成24年の完成後は新しいダムへ管理が引き

継がれていくことになっています。

　当研修においては、大夕張ダム堤体上においてダ

ムの施設機能の説明や歴史について説明を受けると

供に、「土地改良施設の管理などに関する国の助成

制度の概要」についての資料が配布されました。

　 

普段ではなかなか接することの出来ないダムの施設

に触れることができ、大変参考になりました。

また、各事業の内容や採択基準、負担率などに関し

て様々な決まりがあり各事業が成り立っていること

再認識することが出来ました。

③道央用水注水工取水口

　道央用水地区は、国営かんがい排水事業道央地区

および安平川地区を合わせた6市5町にまたがる農業

地帯に対して、安定的な水田用水の供給と畑地かん

がい用水を確保するためにダムや頭首工、揚水機場

を新設及び改修すると供に用水の効率的な利用のた

めの用水路などを整備するものです。

　このうち道央注水工は、川端ダムにて堰上げした

水を千歳川水系および安平川に流域変更することで

農業用水の確保と供給を行います。

　当研修においては、道央注水工取水口の現地見学

を行いました。

　既に取水口の施工は完了しており、現地において

は担当職員からの施工時の状況や概要の説明を受け

ました。

　また、設計図と実際の構造物とを比較することが

でき、図面上の距離と現地の現場状況からの実際の

距離感の違いなど、今後の業務に活かせる発見が多々

ありました。

④道央用水（三期）地区東7線工区工事

　当見学場所は、「道央用水（三期）地区」の東7線

工区工事であり、工事内容は延長約180ｍの管路工

事です。

　見学時の施工現場は、φ2600mmのＤＣＩＰ管を

埋設する区間で、推進工法にて河川横断を施工して

いる状況でした。

　推進工法の実際の作業状況を見学し、立坑内の状

況や施工スペースの確保状況、実際の作業人数、周

辺への配慮状況など今後の業務などにおいて大変参

考になりました。
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おわりに

　今回の現地研修会に参加して、設計において携わ

ったことのないダムの現場なども見学することが出来、

大変参考になりました。

　また、各々の地域の歴史や施設の移り変わり、地

区の概要など普段の業務においては聞きえることの

出来ない事項もありました。

　特に、実際の施工現場の担当者からのお話や実際

の作業状況、施工機械を見れたことは今後の業務に

おいて大いに役立つものでした。

　最後に、今回の現地研修会を実施していただいた

北海道土地改良設計技術協会、並びに協力していた

だいた北海道開発局、施工業者の皆様に心より感謝

申し上げます。　　　　［冨洋設計株式会社  北海道支社］

平成22年度

石狩川中下流地域現地研修会（後期）報告

▲石狩川頭首工工事現場

金 津　麻 里 子

はじめに

　平成22年10月21日に開催された「石狩川中下流地

域現地研修」に参加し、国営かんがい排水事業「篠

津中央二期地区」、「樺戸(二期)地区」および「北海(一

期)地区」の水利施設を見学しました。

【篠津中央二期地区】

　篠津中央二期地区の施設として、石狩川頭首工第3

期建設工事現場を見学しました。現場では、札幌北

農業事務所の柏谷副所長が説明してくださいました。

　昭和38年に建設された石狩川頭首工の老朽化に伴い、

その下流300m地点に新たに建設される新石狩川頭首

工は、洪水吐ゲート5門、土砂吐ゲート1門(上下流2門)

の大規模な頭首工です。本頭首工の特徴の一つとして、

鮭の遡上やヤツメウナギの生息した環境に配慮した

構造が挙げられ、魚種に対応した3タイプの魚道を左

右岸に配置し、魚道の横には、魚に魚道を認識させ

るための呼び水水路も配置されるとのことです。また、

土砂吐ゲートは閘門式魚道としての役割も持ってい

るとのことで、生態系保全への取組みが興味深いも

のでした。

　現時点での工事の進捗率は約70％で、予定工程

(60％程度)に比べ順調に進んでおり、このままいけ

ば予定より半年ぐらい早く工事が完了するとのこと

でした。順調な進捗の要因として、仮締切高を超え

る出水が少なかったことや、建設業者(大成・鹿島・

岩田特定JV)の技術力とともに、工事も3期目になり

施工管理などに熟達したことなどが挙げられるとの

ことでした。

【樺戸(二期)地区】

　樺戸(二期)地区の施設として、徳富ダム建設工事現

場を見学しました。現場では、地区の概要について

樺戸農業開発事業所の根田副長が、徳富ダム建設に

ついては前川副長が説明してくださいました。

　徳富ダムは、1)洪水調節、2)流水の正常な機能の

維持、3)農業用水の確保、4)水道用水の確保を目的

とした多目的ダムであり、国、北海道および西空知

広域水道企業団の共同事業として実施され、北海道

開発局(農業)が主体となって施工を行っています。
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▲北海幹線用水路の擁壁倒壊地点(赤平)

▲北海幹線用水路傾倒箇所補強状況(茶志内)

北海頭首工の取水量を半分くらい減らしたところ、

水路水位の低下で擁壁内面にかかる水圧が減り、背

面の地下水圧や土圧とのバランスが崩れ、倒壊に至

ったのではないかとのことでした。

　2箇所目は、上流側が未改修、下流側が「空知中央

地区」で改修され、水路の新旧が比較しやすい水路

地点(茶志内)でした。未改修の上流側では、水路の側

壁が傾倒している部分に鋼製のパイプをあて、背面

地盤にアンカーで留める方法で倒壊を防いでいました。

ここでは、同行してくださった北海土地改良区の職

員の方からもいろいろな話をお聞きしました。

　北海幹線用水路は、空知川と石狩川の合流部から

夕張川に至る南北約79km、8市町村の受益に跨る長

大開水路で、北海道遺産としても登録されています。

広域をカバーするため、管理者である北海土地改良

区では管理に苦労されていたとのことでしたが、「集

中管理システムの導入で以前より随分楽になった」

と話されていました。

　徳富ダムは徳富川上流に位置し、近くに電源設備

がないことから、工事用の電気設備は、北電と協議

を行い、専用線でダム建設地点まで送電しており、3

億円の費用が掛かっているとのことでした。

　経済性への配慮として、コンクリート用の骨材には、

ダム上流の段丘や河床砂礫を使用しており、堤体の

上流部には破砕設備が整えられ、専用のダンプトラ

ックでダム敷地内を運搬しています。また、徳富川

の水は水道用水として使用されていることから、工

事により濁水を流さないために、堤体の上流部に濁

水処理設備も整えられるなど、社会環境にも配慮し

た施工を行っているとのことでした。

　平成12年に着工した徳富ダムも、来年度には試験

湛水が開始される予定とのことで、機会があれば、

湛水後のダムを見てみたいと思います。

【北海(一期)地区】

　北海(一期)地区の施設として、北海頭首工および北

海幹線用水路(赤平、茶志内)を見学しました。現場で

は、岩見沢農業事務所の奥井計画課長が説明してく

ださいました。

　北海頭首工は、北海幹線用水路の起点で、空知川

本流から直接取り入れる取水施設であり、竣工より

45年が経過しています。現在、取水工や導水路のコ

ンクリート部およびゲートやスクリーン等の金物類

に劣化が見られ、施設の安全性能や使用性能の低下

が危惧されるとのことです。

　北海幹線用水路は、昭和4年に土水路のかんがい溝

として完成しましたが、国営事業「美唄地区」により、

コンクリートライニング水路に全面改修がなされま

した。その後、国営事業「空知中央地区」で老朽化

の進んだ箇所の改修が行われています。未改修の箇

所では、コンクリートの劣化が進み、鉄筋の露出、

ひび割れ、さらに傾倒が見られ、倒壊等の事故も生

じています。

　「北海(一期)地区」では、北海頭首工の取水工およ

び導水路の改修、北海幹線および岩見沢幹線用水路

の未改修箇所の改修を行う計画とのことです。

　北海幹線用水路の見学の1箇所目は、当初の見学予

定に入っていなかった、今年8月に水路擁壁が倒壊し

た水路地点(赤平)でした。突然の倒壊の要因は、北海

幹線用水路の下流地点で降雨が多かったことから、
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石狩川頭首工第3期建設工事　現場状況

発事業で建設された石狩川頭首工(昭和38年)の老巧

化に伴い、頭首工を全面改築するものです。工事は、

第1期工事(中央部)・第2期工事(右岸側)・第3期工事(左

岸側)に分けて実施され、現在第3期工事を実施して

いるところであり、進捗率は67～70％で順調に進ん

でいるとのことでした。平成23年度以降は、左右岸

の側径間橋梁・管理棟・篠津運河への取付水路工事

が予定されているとのことです。また、本頭首工の

特徴として、管理橋は農道として北海道との共同事

業となっており、魚道については、様々な魚種に対

応するため3タイプの魚道を左右両岸に配置し、さら

に大型魚や底生動物に対応するため閘門式魚道が設

置されている等の説明を受けました。

　今回見学させていただいたのは、第3期工事の施工

現場でしたが、堰柱をはじめ魚道や擁壁などの構造物、

また仮設工など一つ一つの大きさに驚かされました。

②樺戸(二期)地区　徳富ダム建設工事

　徳富ダムは、徳富川総合開発の一環として石狩川

水系徳富川の北海道樺戸郡新十津川町北幌加地先に

多目的ダムとして建設するもので、ダムの高さは78.4m、

総 貯 水 容 量 3 6 , 0 0 0 , 0 0 0 m 3 、 有 効 貯 水 量

33,400,000m3の重力式コンクリートダムで、洪水

調節、流水の正常な機能の維持、かんがい用水およ

び水道水の供給を目的にしています。

　堤体のコンクリート用骨材は、経済性および環境

に配慮して、ダム直上流の河床堆積物を使用し、打

設は工期の短縮や工事費の軽減を図るため、合理化

施工のひとつであるRCD工法を採用したとのことです。

また、徳富川が水道水源として利用されていること

から、工事中の濁水処理は25ppm以下にする必要が

　また、北海幹線用水路では、水路内へのエゾシカ

の転落が後をたたず、昨年は170頭を記録した(群れ

で転落)とのことでした。今年は昨年ほど多くはない

ようですが、口蹄疫の影響から死体の処分を引き受

けてくれる業者が少なく、千歳の業者まで運んだた

め400万円ほどの処理費がかかったとのことでした。

北海道各地で、鉄道や国道へのエゾシカの進入によ

る事故が問題となっていますが、北海幹線用水路沿

いでは、山から下りてきたエゾシカは、鉄道や国道

に進入する前に用水路に転落するため、交通事故は

少ないという話もありました。

おわりに

　今回の研修は、日頃の業務ではなかなか見ること

ができない工事現場などを見学し、合わせて施設の

工事や維持管理に関する貴重なお話をお聞きするこ

とができました。私がこれまで携わった地区もあり、

大変興味深く、とても有意義な現地研修会となりま

した。

　最後に、現地研修会を実施して頂いた北海道土地

改良設計技術協会、ならびに貴重なお話を頂きまし

た北海道開発局および北海土地改良区の皆様に心よ

り感謝申し上げます。

［株式会社 アルファ技研］

　　　輝　樹

はじめに

　平成22年10月21日(木)に、北海道土地改良設計技

術協会主催の｢平成22年度　石狩川中下流地域現地研

修会(後期)｣に参加しました。研修のテーマは「石狩

川中下流地域における農業農村整備事業等」という

ことで、篠津中央二期地区の石狩川頭首工の工事状況、

樺戸(二期)地区の徳富ダムの工事状況と北海(一期)地

区で整備予定である北海頭首工・北海幹線用水路を

見学しました。

　以下に見学しました施設の概要と感想を報告いた

します。

①篠津中央二期地区　石狩川頭首工第3期建設工事

　現在建設中の石狩川頭首工は、篠津地域泥炭地開
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徳富ダム　堤体工 徳富ダム　上流側施工状況

北海頭首工

北海頭首工

最後に

　改修から維持補修への転換が図られている現状から、

今後は石狩川頭首工や徳富ダムのような大規模工事は、

少なくなっていくと思います。そのような中で今回、

施工現場を見学して説明を聞けたことは、普段机上

あるなど大変興味深い説明を受けました。

　見学させていただいた現場は、石狩川頭首工と同

様に大規模工事であり、構造物の大きさに驚くのと

同時に、来年の試験湛水に向けて工事完了が近づい

ているとのことでしたが、ダム工事終盤の施工状況

を見学できたことは、大変貴重な経験でした。

③北海(一期)地区　北海頭首工、北海幹線用水路

　本年度新規着工地区であります北海（一期）地区の

農業用用水施設(北海頭首工および北海幹線用水路)は、

昭和32年から昭和54年に国営美唄土地改良事業で建

設されたものです。この施設は、築造後40年以上を

経過する施設が約8割を占め、5年以内にほぼ全ての

施設の残存耐用年数がゼロとなり、さらに積雪寒冷地

に対応した構造となっておらず水路倒壊などの恐れが

あるなど老巧化・凍上等によるコンクリートの劣化が

進行しています。また、北海幹線用水路は長大な水路

であるため、効率的な用水管理や施設管理に苦慮して

います。このため、北海頭首工および幹線用水路を整

備し、農業用水の安定供給、維持管理の軽減、用水管

理の効率化を図り、農業経営の安定と地域農業の振興

に資することを目的としています。

　見学させていただいたのは、北海頭首工と北海幹

線用水路の北海（一期）地区における整備予定箇所

と空知中央地区で整備された箇所が比較できる箇所

でした。本地区での整備予定箇所は用水の安定供給

確保や老巧化に伴う維持管理に苦慮しており、耐用

年数もほぼ残っていないとのことでしたが、40年以

上経過した施設が今まで使用されてきたことは、築

造当時と現在の設計・施工の技術の差を考えると、

昔の技術(者)の凄さを感じました。
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での作業が多い私達設計者にとって、大変貴重なも

のでした。また、あらためて施工上や周辺環境等設

計を行う上で、現場を見ることの重要さを感じました。

今回の研修で学んだことを今後の業務で活かしてい

きたいと思います。

　最後になりましたが、お忙しい中同行して説明し

ていただきました札幌北農業事務所、樺戸農業開発

事業所、岩見沢農業事務所、北海土地改良区の皆様

とこの研修会を主催していただいた北海道土地改良

設計技術協会の皆様に心より感謝申し上げます。

［株式会社イーエス総合研究所］

北海幹線用水路　空知中央地区整備区間 北海幹線用水路　北海（一期）地区整備予定区間
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【新しい土地改良技術情報の内、定期刊行物にみる最近の技術情報】

発 刊 物 誌 名

水土の知

〃

〃

〃

〃

〃

寒地土木研究所月報

水と土

〃

畑地農業

〃

〃

〃

地盤工学

〃

〃

〃

〃

ダム技術

〃

〃

PE　技術士

〃

〃

コンクリート工学

〃

〃

発行年月

２０１０．１０

２０１０．１１

２０１０．１１

２０１０．１１

２０１０．１１

２０１１．　１

２０１０．１１

２０１０

２０１０

２０１０

２０１０

２０１０

２０１０

２０１０．　９

２０１０．１０

２０１０．１０

２０１１．　１

２０１１．　１

２０１０．　９

２０１０．１１

２０１０．１２

２０１１．　１

２０１１．増刊

２０１１．増刊

２０１０．１０

２０１０．１１

２０１０．１２

巻　　号

Vol７8／No.10

Vol７8／No.11

Vol７8／No.11

Vol７8／No.11

Vol７8／No.11

Vol７9／No.1

No６９０

N0１６１

N0１６１

Ｎ0６２３

Ｎ0６２４

Ｎ0６２５

Ｎ0６２５

Ｎ0６３２

Ｎ0６３３

Ｎ0６３３

Ｎ0６３６

Ｎ0６３６

N0２８８

N0２９０

N0２９１

通巻527

通巻528

通巻528

Vol48／No.10

Vol48／No.11

Vol48／No.12

　　　　　　　　報　　文　　・　　論　　文　　名

水路トンネル拡幅工事における掘削工法の検討

高生産性農地の段階的整備を実現する低コスト排水改良技術

水田輪作のための多機能な低コスト暗渠排水システム

水管理制御施設の新たな機能診断技術

パイプライン更新における既設管路の機能診断

もみ殻に替わる竹炭の暗渠疎水材としての利用可能性

コンクリートの凍害劣化の簡易診断技術に関する基礎的研究

寒冷地におけるコンクリート水路橋の補修工法の検討

農業用パイプラインにおける漏水箇所特定手法の検討

基盤整備事業の事後評価書からみた畑地かんがいの効果と課題

農業の「６次産業化」推進に向けた地域農業の課題（その１）

農業の「６次産業化」推進に向けた地域農業の課題（その２）ー取り組みの諸類型ー

農業の「６次産業化」推進に向けた地域農業の課題（その２）-産業づくりから福祉・生活環境保全重視の「新産業」創造へ-

生態系及び農林地（里地・里山）の持続性と土壌保全に配慮した地域計画手法

北海道の泥炭地盤の沈下と火山灰地盤の分布

北海道における最近の泥炭地盤対策技術

フィルダム堤体回収における液状化問題

泥炭の特性

当別ダムの設計・施工（その３）－母材の採取とストック－

夕張シューパロダム連続サイフォン式取水設備のコスト縮減

当別ダムの設計・施工（その４）－施工－

植物工場の技術要素と課題

再生可能エネルギーと次世代送電網

農村地域における生物多様性の回復

設計入門　①基礎編ー設計って何？－

コンクリート標準示法書改定の動向について

リバウンドハンマーによる強度推定に関する話題提供ー各種リバウンドハンマーの相互比較、リバウンドハンマーの反発度との関係を求める方法の提案ー
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技術情報資料

　　 著　者　名

池上　大地外２名

北川　　巌外３名

冠　　秀昭外３名

谷　　昌史外３名

出良　恭介

柴崎　一良外１名

遠藤　裕丈外２名

田中　和浩外１名

門脇　一生

塩野　隆弘外３名

槇平　龍宏

槇平　龍宏

槇平　龍宏

上原　三知

神谷　光彦外２名

林　　宏親

福島　伸二外１名

西本　　聡

上野　真二外３名

高橋　孝広外１名

上野　真二外３名

池田　英男

八坂　保弘

富田　友幸

春日　昭夫

丸山　久一

浅井　　昇

　　  コ　ー　ド

用 水 路

圃 場 整 備

圃 場 整 備

機 能 診 断

機 能 診 断

圃 場 整 備

機 能 診 断

機 能 診 断

機 能 診 断

畑 地 か ん が い

農 業 ・ 農 村

農 業 ・ 農 村

農 業 ・ 農 村

地 域 計 画

土 質

土 質

フ ィ ル ダ ム

土 質

ダ ム

ダ ム

ダ ム

地 域 計 画

地 域 計 画

農 業 ・ 農 村

コ ン ク リ ー ト

コ ン ク リ ー ト

コ ン ク リ ー ト

　　  キーワード①

水 路 ト ン ネ ル

暗 渠 排 水

暗 渠 排 水

水 管 理 制 御 施 設

パ イ プ ラ イ ン

暗 渠 排 水

コ ン ク リ ー ト

コ ン ク リ ー ト 水 路 橋

パ イ プ ラ イ ン

事 業 評 価

６ 次 産 業 化

６ 次 産 業 化

６ 次 産 業 化

生 態 系

泥 炭 地 盤

泥 炭 地 盤

フ ィ ル ダ ム 堤 体 改 修

泥 炭

C G S ダ ム

連 続 サ イ フ ォ ン 式

C G S ダ ム

養 液 栽 培

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

生 物 多 様 性

設 計 講 座

標 準 示 法 書

圧 縮 強 度

　　  キーワード②

水路トンネル拡幅工法

コ ス ト 縮 減

コ ス ト 縮 減

更 新 評 価 方 法

機 能 評 価

疎 水 材

凍 害 劣 化

試 験 施 工

漏 水 調 査 手 法

畑 地 か ん が い 効 果

地 域 農 業

地 域 農 業

地 域 農 業

農 林 地（ 里 地・里 山 ）

火 山 灰 地 盤

対 策 工 法

液 状 化 問 題

泥 炭 の 特 性

ダ ム 設 計 ・ 施 工

コ ス ト 縮 減

施 工 計 画

光 合 成

次 世 代 送 電 網

農 村 生 態 系

性 能 設 計

標 準 示 法 書 改 定

リ バ ウ ン ド ハ ン マ ー

　　  キーワード③

アーチ部空洞処理対策

低コスト排水改良技術

低コスト排水システム

ライフサイクルコスト

ライフサイクルコスト

疎 水 材 の 適 用 性

表 面 走 査 法

補修工法・モニタリング

相 関 法・A E 法・音 聴 法

畑 地 か ん が い の 課 題

農 商 工 連 携

農 商 工 連 携

農 商 工 連 携

土 壌 保 全

地 盤 沈 下

G C C P 工 法

液 状 化 対 策

軟 弱 粘 土

母 材 採 取・ス ト ッ ク

選 択 取 水 設 備

施 工

植 物 工 場

エネルギーマネジメント

環 境 配 慮

荷 重 係 数

技 術 課 題

反 発 度

（H22年9月～H23年2月）
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協 会 事 業 メ モ
年月日 行　事　名 内　　　　　　　　　　容

 平成22年

9.07 

9.9-11

9.13 

9.16 

9.17 

9.28 

9.30 

10.04 

10.08 

10.14 

10.21 

10.26 

11.04 

11.08 

11.09 

11.12 

11.13 

11.26 

11.30 

12.06 

12.10 

12.14 

12.21 

12.24 

 平成23年

1.11 

1.21 

1.26 

1.28 

2.07 

第４回技術講習会

フォトコンテスト第２４回写真展

ＦＭアップル番組編集委員会

第２回技術検討部会
道央地域現地研修会（前期）

第３回研修部会

第５回技術講習会

「報文集」第22号、「技術協」第84号発行

フォトカレンダー選定委員会

ＦＭアップル番組編集委員会

第５回広報部会

第６回技術講習会

石狩川中下流地域現地研修会（後期）

第７回技術講習会

第１回土地改良研修会

ＦＭアップル番組編集委員会
第３回技術検討部会

第８回技術講習会

第６回広報部会

技術士第二次試験口頭試験対策講習会

札幌開発建設部との意見交換会(後期)

第９回技術講習会

ＦＭアップル番組編集委員会

第７回広報部会

北海道開発局との意見交換会(後期)
第１０回技術講習会

第４回技術検討部会

『北海道の農業水利計画』

ＦＭアップル番組編集委員会

理事会(平成２２年度　第２回)
第４回研修部会

第２回土地改良研修会

第8回広報部会

ＦＭアップル番組編集委員会

圃場整備計画設計、ストックマネージメント　　参加者４３名

展示作品:２３５点(JR札幌駅西口コンコース)

「北の食物研究所」の進め方について

設計・積算に関する要望事項の今後の取り組み方針について
参加者:２８名　夕張シューパロダム、大夕張ダム、川端ダム、
　　　　　　　　　　　道央用水（三期）地区等

第２回現地研修会、第１回土地改良研修会について

食料・農業・農村基本計画、水利協議（Ⅰ）　　参加者３５名

２０１１年カレンダー

「北の食物研究所」の進め方について

「技術協」８５号の発行について

泥炭の特性、暗渠排水疎水材　　参加者３８名

参加者:１５名　石狩川頭首工、徳富ダム、北海頭首工、北海幹線用水路

暗渠機械化施工、水利協議（Ⅱ）　　参加者１９名

「日本経済の現状と北海道経済の行方」北海道武蔵女子短期大学　学長　
内田和男氏、　研究発表３氏、参加者１０５名（於:ポールスター札幌）

「北の食物研究所」の進め方について
設計・積算に関する要望事項（案）について

水門ゲート劣化診断、水理実験　　参加者１５名

「技術協」８５号の発行について

参加者:３８名

後期協会要望に係わる意見交換

揚排水機劣化診断、設計図に対する意見交換　参加者２２名

「北の食物研究所」の進め方について

「技術協」８５号の発行について

後期協会要望に係わる意見交換
石狩川左岸域水理計画、水理的不具合について　参加者１６名

区画整理（水田）マニュアル検討会

農村地域研究所刊行　: ２５０冊

「北の食物研究所」の進め方について

一般社団化に向けてのスケジュールについて、その他
第２回土地改良研修会について

「最近の農業農村整備を巡る諸情勢」　局調整官　平見康彦氏
「北海道の気象と農業」　気象協会　賀久正則氏
参加者　120名（於:KKR札幌）

「技術協」８５号の発行について

「北の食物研究所」の進め方について
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